
 Japanese  Weekly Newspaper  (Free)

 SHUKAN
NEW YORK
SEIKATSU  週刊ＮＹ生活

 www.nyseikatsu.com

Member of Member of THE OVERSEAS JAPANESE PRESS THE OVERSEAS JAPANESE PRESS ASSOCIATION

 NY生活プレス社  NO.854（週刊） 2022 年 2 月19 日土曜日  ・NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.  ☎ (212) 213-6069
・71 WEST 47TH STREET, SUITE 1205, NEW YORK, NY 10036

 Printed in U.S.A.

■
新
聞
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
読
め
る
デ
ジ
タ
ル
版
　www.nyseikatsu.com

 

世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
︵
フ
リ
ー
︶©

All copyrights reserved to New York Seikatsu Press, Inc.

 Printed in U.S.A.

一般社団法人海外日系新聞放送協会加盟社

CHAI
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全米公演中

　
日
本
政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
に
行
っ

て
い
る
外
国
人
の
新
規
入
国
原

則
停
止
の
措
置
に
つ
い
て
、
３

月
か
ら
緩
和
す
る
方
向
に
入
っ

た
。
近
く
具
体
的
内
容
を
決
め

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
や
留
学

生
な
ど
を
対
象
に
段
階
的
に
緩

和
す
る
予
定
だ
。
観
光
客
は
今

回
対
象
と
し
な
い
模
様
。
　

　
岸
田
首
相
は
12
日
、
羽
田
空

港
の
水
際
対
策
の
現
場
を
視
察

後
、﹁
水
際
対
策
の
骨
格
に
つ

い
て
見
直
し
、
緩
和
の
方
向
で

検
討
し
て
い
き
た
い
﹂
と
記
者

団
に
述
べ
た
。

　
緩
和
の
開
始
時
期
は
、
国
内

外
の
感
染
状
況
な
ど
を
見
極
め

て
最
終
判
断
す
る
が
、
現
在
の

入
国
制
限
措
置
が
２
月
末
で
い

っ
た
ん
終
わ
る
こ
と
も
あ
り
３

月
か
ら
開
始
の
可
能
性
が
高

い
。
現
在
の
１
日
の
入
国
者
数

の
上
限
３
５
０
０
人
を
５
千
人

に
ま
で
段
階
的
に
拡
大
し
て
い

く
予
定
だ
。
帰
国
者
お
よ
び
再

入
国
者
に
求
め
て
い
る
７
日
間

の
待
機
も
、
ワ
ク
チ
ン
３
回
目

接
種
な
ど
を
条
件
に
３
日
か
ら

５
日
間
程
度
に
短
縮
す
る
方
向

と
見
ら
れ
る
。

　
政
府
は
昨
年
11
月
30
日
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
策
と
し
て
、﹁
特

段
の
事
情
﹂
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
外
国
人
の
新
規
入
国
を
原

則
停
止
し
た
。
日
本
人
の
帰
国

や
在
留
資
格
が
あ
る
外
国
人
の

再
入
国
に
も
入
国
後
７
日
間
の

自
宅
待
機
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
特
定
の
国
か
ら
の
入

国
者
に
は
指
定
の
宿
泊
施
設
で

の
待
機
を
求
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
日
本
の
厳
し
い
水

際
対
策
に
対
し
留
学
生
の
入
国

を
求
め
る
声
が
内
外
で
強
ま
っ

て
お
り
︵
本
紙
１
月
29
日
号
既

報
︶、
経
済
界
か
ら
は
ビ
ジ
ネ

ス
関
係
者
や
技
能
実
習
生
が
入

国
で
き
な
い
こ
と
に
批
判
が
出

て
い
た
。
公
明
党
山
口
那
津
男

代
表
や
自
民
党
の
安
倍
晋
三
元

首
相
な
ど
与
党
内
か
ら
見
直
し

を
要
求
す
る
声
が
出
て
い
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
10
日

か
ら
屋
内
で
の
マ
ス
ク
着
用
義

務
が
解
除
さ
れ
た
。
新
規
感
染

者
が
大
幅
に
減
っ
た
こ
と
を
受

け
て
判
断
し
た
。
自
治
体
や
企

業
が
個
別
に
問
題
と
し
て
い
な

い
限
り
、
基
本
的
に
ホ
テ
ル
、

店
舗
、
薬
局
、
オ
フ
ィ
ス
、
食

料
品
店
な
ど
で
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
た

だ
し
学
校
や
病
院
、
公
共
交
通

機
関
は
引
き
続
き
マ
ス
ク
着
用

義
務
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
レ

ス
ト
ラ
ン
、
ジ
ム
、
劇
場
、
美

術
館
、
ア
リ
ー
ナ
な
ど
へ
の
入

室
時
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
の
提
示
は

継
続
さ
れ
る
。

　
州
当
局
に
よ
れ
ば
学
校
で
の

マ
ス
ク
着
用
義
務
に
つ
い
て
は

継
続
す
る
か
を
３
月
第
１
週
に

判
断
す
る
と
い
う
。
　

　
同
州
は
変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
が
拡
大
し
た
昨
年
12
月
に
着

用
義
務
を
導
入
し
て
い
た
が
、

１
月
中
旬
を
ピ
ー
ク
に
コ
ロ
ナ

感
染
が
減
少
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
の
２
月
８
日
の
新
規
感
染
者

は
約
６
０
０
０
人
で
、
最
多
の

約
９
万
人
が
感
染
し
た
１
月
７

日
か
ら
大
幅
に
下
が
っ
た
。
13

日
に
は
２
３
４
８
人
と
さ
ら
に

下
が
っ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
が
Ｎ
Ｙ
線
を
増
便

　
日
本
航
空
は
今
年
3
月
27
日

か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
羽
田

便
を
、現
行
の
週
4
便
か
ら
金
、

日
曜
日
の
発
着
を
そ
れ
ぞ
れ
1

便
ず
つ
増
や
し
、
週
6
便
で
の

運
航
を
開
始
す
る
。
な
お
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
成
田
便
の
運
航

は
、
引
き
続
き
水
、
金
、
日
曜

日
発
着
の
週
3
便
の
ま
ま
据
え

置
く
。

日
本
の
入
国
制
限
緩
和

３
月
か
ら
ま
ず
ビ
ジ
ネ
ス
と
留
学
生

マ
ス
ク
着
用
義
務
解
除

公
共
交
通
機
関
と
学
校
、
病
院
は
継
続

　
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｉ
は
日
本
と
海
外
を
半
々
で
活

動
し
て
い
る
日
本
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
で
、

ミ
ラ
ク
ル
双
子
の
ツ
イ
ン
ボ
ー
カ
ル
、
シ

ュ
ー
ル
な
ベ
ー
ス
、
パ
ワ
フ
ル
な
ド
ラ
ム

で
構
成
さ
れ
た
4
人
組﹁
Ｎ
Ｅ
Ｏ
ニ
ュ
ー
・

エ
キ
サ
イ
ト
・
オ
ン
ナ
バ
ン
ド
﹂
だ
。

　
15
日
夜
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ブ
ッ
シ
ュ

ウ
イ
ッ
ク
に
あ
る
ラ
イ
ブ
ホ
ー
ル
、
エ
ル

ス
ウ
エ
ア
で
米
国
ツ
ア
ー
の
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
公
演
を
行
っ
た
。
現
在
、
海
外
で
最
も

注
目
を
浴
び
る
日
本
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

と
あ
っ
て
１
０
０
０
人
近
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
た
ち
が
集
ま
り
歓
声
を
あ
げ
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
や
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
誌
、
英
国
の
ザ
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン

と
い
っ
た
一
流
紙
が
こ
ぞ
っ
て
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
特
集
す
る
人
気
ぶ
り
で
、
現
在

２
０
２
１
年
に
リ
リ
ー
ス
し
た
サ
ー
ド
ア

ル
バ
ム
の
ツ
ア
ー
の
た
め
来
米
、
22
都
市

28
公
演
の
ハ
ー
ド
な
ロ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
決

行
中
だ
。

　
　
　
　
　︵
９
面
に
ラ
イ
ブ
関
連
記
事
︶

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
演
奏
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ビ
レ
ッ
ジ
ウ
ェ
ル
Ｌ
Ｌ
Ｃ
は
、

３
月
６
日
日
曜
日
、
米
国
東
部
時

間
の
13
時
か
ら
16
時
ま
で
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、﹁
Ｆ

Ｘ 

１
デ
ー
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催

す
る
。

　
当
日
は
、
副
業
で
お
金
を
増
や

し
た
い
人
、
Ｆ
Ｘ
の
仕
方
を
学
び

た
い
人
、
分
析
力
を
身
に
付
け
た

い
人
、
を
対
象
に
、
日
本
で
Ｆ
Ｘ

に
つ
い
て
の
資
産
運
用
成
功
法
に

つ
い
て
数
々
の
後
援
実
績
を
持

つ
富
盛
祥
充
氏
を
講
師
に
迎
え
、

﹁
1
日
30
分
の
ス
キ
マ
時
間
で
年

利
30
％
以
上
を
生
涯
稼
げ
る
手

法
・
考
え
方
の
紹
介
﹂﹁
稼
ぐ
の

に
予
想
・
分
析
は
必
要
な
し
﹂﹁
面

倒
く
さ
い
銘
柄
選
び
や
業
績
分
析

は
一
切
不
要
﹂﹁
Ｆ
Ｘ
で
勝
つ
た

め
に
は
﹃
決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
﹄

の
み
や
れ
ば
よ
い
﹂﹁
勝
率
が
高

く
カ
ン
タ
ン
な
﹃
3
ス
テ
ッ
プ
日

足
・
４
Ｈ
足
ト
レ
ン
ド
フ
ォ
ロ
ー
﹄

と
は
？
﹂﹁
脳
科
学
を
用
い
た
﹃
習

慣
﹄
で
楽
に
稼
ぐ
考
え
方
﹂﹁
学

ん
だ
こ
と
を
﹃
長
期
記
憶
﹄
に
す

る
学
び
方
﹂﹁
稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を

最
速
に
さ
せ
る
、
セ
ル
フ
イ
メ
ー

ジ
の
作
り
方
﹂﹁
イ
メ
ー
ジ
を
現

実
化
す
る
目
標
設
定
の
言
語
化
・

数
値
化
﹂﹁
言
葉
の
使
い
方
を
変

え
、
稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
﹂

﹁
誰
も
が
学
べ
ば
成
果
の
出
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
秘
密
﹂
と
い
っ
た

テ
ー
マ
で
Ｆ
Ｘ
を
分
か
り
や
す
く

解
説
す
る
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
今
年
が

３
期
目
と
な
り
、
過
去
の
受
講
者

は
ほ
ぼ
全
員
が
Ｆ
Ｘ
初
心
者
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
均
し
て

年
利
20
％
〜
30
％
の
実
績
を
達
成

し
て
い
る
。

　
参
加
費
は
、
10
ド
ル
。
申
込
者

に
は
事
前
に
学
習
動
画
を
進
呈
す

る
。

FXの仕組みがよくわかる !! 
副業でしっかりお金を増やす‼

FX １Day セミナー開催
主催

講　師

富盛祥充 氏
プロフィール
　（株）オフィス・
ルベール代表取締
役。1970年北海道
札幌市生まれ。北海道大学文学部卒業。
　オリンパス株式会社「ライフサイエ
ンス」事業部にて、アジア・中近東・
米国・中南米・欧州での脳科学・バイ
オ研究室等への先端光学機器の導入・
販売支援に15年携わり、同事業部の
売上・利益拡大に貢献。
　FXで月20万～30万を安定的に稼
げるようになった2012年に独立。だ
が、独立後、逆に稼げなくなり、1日
に50万～100万を損失する日が続く。
その際、稼げなくなったのは、技術で
はなく、「自分に100％原因がある」こ
とに気づき、全ての技術書を捨て、シ
ンプルな技術のブラッシュアップに加
え「自分のメンタルをどのようにコン
トロールするか？」に注力。その結果、
月額40万～70万ほどの稼ぎになり、
また安定しだしたことに加え、 売買の
時間が「最大でも１日30分」になる。
 2014年に、「堅実な資産運用としての
FX」を世の中に広めるべく、FXスクー
ル「EDGEコミュニケーション」を開校。
　2016年に、 前職での脳科学・バイ
オ研究室での営業経験に、FXを組み合
わせた「1日30分で年利30％以上を
生涯安定的に稼ぐ「ライフシフトFX」
を考案し、現在に至る。
　事業内容：人生100年時代のスキマ
時間で年利30%のライフシフト fx を
教えるスクール「EDGEコミュニケー
ション」運営

申込み、問合せ：　Viilagewell LLC（村井）villagewellusa@gmail.com
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ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
現
在
、
版
画

家
、
棟
方
志
功
の
展
覧
会
、﹁
棟

方
志
功
〜
板
極
道
〜
﹂︵
む
な

か
た
し
こ
う
〜
ば
ん
ご
く
ど
う

〜
︶
を
3
月
20
日
ま
で
開
催
し

て
い
る
が
、
こ
の
ほ
ど
日
本
語

サ
イ
ト
の
開
設
と
３
Ｄ
バ
ー
チ

ャ
ル
ツ
ア
ー
が
で
き
る
サ
イ
ト

も
新
設
し
て
公
開
し
て
い
る
、

　
米
国
内
最
大
の
棟
方
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
誇
る
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
開
催
し
た
本
展
は
、
木
版
画

の
み
な
ら
ず
書
道
、
墨
絵
、
水

彩
画
、
リ
ト
グ
ラ
フ
や
陶
芸
に

至
る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
、
20
世
紀
を
代
表
す
る
想

像
力
あ
ふ
れ
る
芸
術
家
と
し

て
の
彼
の
魅
力
に
迫
っ
て
ゆ

く
。
入
場
料
は
、
一
般
が
12

ド
ル
で
学
生
・
高
齢
者
は
10

ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
ボ

ッ
ク
ス
オ
フ
ィ
ス
電
話
番
号

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
５
８

ま
で
。
開
館
時
間
は
木
曜
か

ら
日
曜
ま
で
の
12
時
か
ら
18

時
。
日
本
語
サ
イ
ト
開
設
お

よ
び

3
Ｄ
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ

ア

ー

も

開

催

中
。

閲

覧

は

リ

ン

ク
︵https://w

w
w

.
japan

society
.org

/arts-
and-culture/exhibitions/
shiko-m

unakata-w
ay-of-

seeing-jp

︶
か
ら
。
　︵
西
川
︶

棟
方
志
功
の
版
画
展

３
Ｄ
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
開
始

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
全
米
で

2
番
目
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
州

と
し
て
選
ば
れ
た
。
休
日
を
過

ご
す
の
に
最
適
な
自
然
や
米
国

を
代
表
す
る
都
市
を
有
し
て

い
る
た
め
、
出
会
い
や
恋
に

落
ち
る
に
は
完
璧
な
環
境
だ
。

T
heSleepJudge.com

が
作

成
し
た
全
米
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

な
州
の
リ
ス
ト
︵
別
表
参
照
︶

に
よ
る
と
、
全
米
で
最
も
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
州
は
ハ
ワ
イ
で
、

次
い
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
３
位

に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
が
続

く
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
は
降

雪
や
バ
レ
ン
タ
イ
ン
と
い
っ
た

冬
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
さ
が
あ
る

た
め
と
し
て
い
る
。
最
下
位
は

ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
州
だ
っ
た
。
ま

た
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
や
プ
ロ

ポ
ー
ズ
の
場
と
し
て
選
ば
れ
る

こ
と
が
多
い
場
所
と
し
て
エ
ン

パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
ト
・
ビ
ル
や

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
な
ど
を
あ

げ
て
い
る
。
　
　
　
　︵
杉
本
︶

NYは全米第２位、1位はハワイ

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
州
番
付

『ロマンチックな州上位 25』

1 ハワイ
2 ニューヨーク
3 ニュージャージー
4 フロリダ
5 カリフォルニア
6 バーモント
7 コロラド
8 ロード・アイランド
9 ワイオミング
10 メイン
11 ジョージア
12 サウスカロライナ
13 ネバダ
14 モンタナ
15 コネチカット
16 ノースカロライナ
17 アラスカ
18 オレゴン
19 テネシー
20 ユタ
21 テキサス
22 バージニア
23 ミネソタ
24 ワシントン
25 イリノイ

　
Ｎ
Ｙ
シ
テ
ィ
・
パ
ー
ク
ス
財

団
は
18
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で

閉
館
し
て
い
た
セ
ン
ト
ラ
ル
・

パ
ー
ク
内
の
操
り
人
形
劇
場

﹁
ス
ウ
ェ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
テ

ー
ジ
・
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
・
シ
ア

タ
ー
﹂
の
公
演
を
再
開
し
た
。 

　
デ
ラ
コ
ル
テ
野
外
劇
場
の
南

西
部
に
建
つ
同
劇
場
︵
ウ
エ
ス

パペット劇場
2 年ぶり再開
セントラルパーク

ト
・
ド
ラ
イ
ブ
、
79
丁
目
そ

ば
︶
は
、
主
に
児
童
文
学
作
品

を
創
作
し
た
人
形
劇
を
公
演

し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
は
毎
年

６
万
５
０
０
０
人
以
上
の
観
客

が
あ
っ
た
と
い
う
。
建
物
自
体

は
、
１
８
７
６
年
の
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
万
博
博
覧
会
の
た
め

に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
輸
入

さ
れ
た
木
材
を
使
用
し
、
翌

年
に
理
想
的
な
学
舎
の
例
と

し
て
現
在
地
に
建
築
さ
れ
た
。

１
９
４
７
年
に
は
、
Ｎ
Ｙ
市
内

の
学
校
や
施
設
で
公
演
し
て
い

た
人
形
劇
団
の
拠
点
と
な
り
、

73
年
に
人
形
劇
場
と
し
て
改
装

さ
れ
た
。 

　
再
開
第
１
作
目
の
公
演
﹁
ウ

ェ
イ
ク
・
ア
ッ
プ
、
デ
イ
ジ

ー
！
﹂
は
﹁
眠
れ
る
森
の
美

女
﹂
の
現
代
版
で
、
セ
ン
ト
ラ

ル
・
パ
ー
ク
を
眺
め
る
ア
パ
ー

ト
メ
ン
ト
に
住
む
少
女
デ
イ
ジ

ー
の
物
語
と
な
っ
て
い
る
。
公

演
は
金
曜
、
土
曜
、
日
曜
の
午

前
11
時
と
午
後
１
時
開
演
で
、

５
歳
以
上
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

証
明
、
２
〜
４
歳
は
マ
ス
ク
着

用
が
必
要
と
な
る
。
チ
ケ
ッ
ト

の
購
入
、
公
演
な
ど
の
詳
細
は

cityparksfoundation.org

を
参
照
す
る
。 

  

チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
の
2
度

目
の
感
染
発
表
の
後
、
カ
ミ
ラ

夫
人
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

検
査
で
陽
性
と
確
認
さ
れ
た
こ

と
が
ク
ラ
レ
ン
ス
・
ハ
ウ
ス
宮

殿
が
発
表
し
た
と
15
日
付
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
が
カ
ミ

ラ
夫
人
の
写
真
と
共
に
掲
載
し

た
。
カ
ミ
ラ
夫
人
の
容
態
は
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
チ

ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
は
、
感
染
が

判
明
す
る
２
日
前
に
エ
リ
ザ
ベ

ス
女
王
と
対
面
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
バ
ッ
キ

ン
ガ
ム
宮
殿
は
、
女
王
の
容
態

と
検
査
を
受
け
た
か
ど
う
か
に

つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
て
お
ら

ず
、
4
月
で
96
歳
を
迎
え
る
女

王
の
体
調
が
心
配
さ
れ
て
い

る
。
3
人
は
、
2
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
と
ブ
ー
ス
タ
ー
の
接
種
を

済
ま
せ
て
い
る
。

英
国
カ
ミ
ラ
夫
人
も
感
染

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
を
心
配

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
報
じ
る

mailto:villagewellusa@gmail.com
https://www.bozubrooklyn.com/
https://www.japansociety.org/arts-and-culture/exhibitions/shiko-munakata-way-of-seeing-jp
cityparksfoundation.org
https://shopnyseikatsu.com/


NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
２
０

２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援

サ

ー

ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂

の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で

こ
の
１
年
で
約
１
０
０
名
が
参
加
頂
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
!!
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　
次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　
有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は
　
Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当
　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

「ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第3弾」（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

NYコミュニティに登録すると、全７回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

● 第1回（2/17 木曜・米国東部時間午後7時〜）　

 「これからの人生を変える。アクティブアダルトライフの第一歩」
 ◆これからの人生を真剣に変えていきたいと思っている方
 ◆日本に帰国して社会に貢献する人生を送りたい方
 ◆私たちと一緒にアクティブアダルトライフを送り、日本を元気にしたい方

 は、是非ご参加ください！

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

FURUSATO PROJECT では、将来のご帰
国に向けた準備をスムーズにしていただ
くため、お客様それぞれのニーズに合わ
せた、「リアル一時帰国・視察 & 体験ツ
アー」と「バーチャル一時帰国・視察 &
体験ツアー」をご提案いたしております。
詳細は事務局までお問合せください。

(3  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）2 月19 日（土）

　
一
般
財
団
法
人
自
治
体
国
際

化
協
会
は
24
日
︵
木
︶
か
ら
27

日
︵
日
︶
ま
で
の
４
日
間
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ

ッ
ジ
︵934 3rd A

ve.

︶
２

階
催
事
ス
ペ
ー
ス
に
て
、
日
本

各
地
の
名
産
品
を
集
め
た
物
産

展
﹁
日
本
ふ
る
さ
と
名
産
食
品

展
・
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
﹂

を
開
催
す
る
。

　
期
間
中
は
13
自
治
体
、
19
事

業
者
に
よ
る
地
域
特
産
品
の
実

食
・
販
売
の
ほ
か
、
26
日
︵
土
︶

に
は
タ
ロ
ー
ズ
折
り
紙
ス
タ
ジ

オ
の
ヤ
グ
チ
・
タ
ロ
ウ
氏
と
ジ

ェ
フ
・
ラ
ー
ブ
氏
に
よ
る
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
折
り
紙
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
︵
午
前
11
時
30
分
、
午
後

１
時
、
２
時
30
分
、
４
時
か
ら

の
４
回
︶
も
行
わ
れ
る
。
会
場

オ
ー
プ
ン
時
間
は
午
前
11
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
。
な
お
、
25

日
︵
金
︶
午
後
２
時
か
ら
５
時

ま
で
は
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
中

庭
の
平
屋
内
に
て
在
Ｎ
Ｙ
日
本

国
総
領
事
館
と
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ

事
務
所
の
共
催
で
、
お
に
ぎ
り

作
り
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ

れ
る
︵
３
回
、
定
員
各
12
人
、

要
事
前
予
約
︶。
＊
予
約
は
以

下
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト
か
ら

■
食
品
展
出
展
者

・
北
海
道
函
館
市
　
た
こ
天
か

ま
ぼ
こ
、
北
海
道
男
爵
コ
ロ
ッ

ケ
な
ど
︵
友
栄
北
海
道
か
い
こ

う
マ
ー
ケ
ッ
ト
株
式
会
社 

太

田
か
ま
ぼ
こ
︶

・
宮
城
県
　
日
本
産
ス
ル
メ
イ

カ
ソ
ー
メ
ン
、
有
機
サ
サ
ニ
シ

キ
精
米
︵
株
式
会
社
フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
︶

・
福
島
県
　
博
多
豚
骨
ラ
ー
メ

日本ふるさと名産食品展
ジャパンビレッジで 24 日から開催

https://www.eventbrite.com/e/fun-tasty-onigiri-japanese-rice-balls-workshop-tickets-264182917217

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
と
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領

事
館
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
フ

ォ
ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
寄
付

す
る
た
め
の
日
本
食
の
寄
付
を

募
集
し
て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
影
響
か
ら
十
分
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
な
い
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
へ
向
け
た
も
の
。
寄
付

は
３
月
11
日
︵
金
︶
に
ウ
エ
ス

ト
ハ
ー
レ
ム
に
あ
る
フ
ー
ド
バ

ン
ク
に
贈
呈
さ
れ
る
。

　
寄
付
は
３
月
８
日
︵
火
︶
と

９
日
︵
水
︶
午
前
９
時
か
ら
午

後
７
時
ま
で
、
食
料
品
を
郵
送

ま
た
は
Ｊ
Ａ
Ａ
︵
西
45
丁
目
49

番
地
11
階
︶
に
持
参
す
る
。
推

奨
さ
れ
る
食
品
は
、
生
も
の
以

外
で
日
本
食
に
な
じ
み
の
な
い

ア
メ
リ
カ
人
で
も
食
べ
ら
れ
る

よ
う
な
も
の
、
肉
・
魚
の
缶
詰
、

煎
餅
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
ス
ナ

ッ
ク
、
そ
ば
・
う
ど
ん
、
日
本

茶
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
、
オ
ム
ツ
・

生
理
用
品
な
ど
。
寄
付
金
は
ペ

イ
パ
ル
ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
、https://jaany.

org/w
/donate-new

/ 

ま

で
。

寄

付

の

際

は
﹁3.11 

Japanese Food D
rive

﹂
と

書
き
添
え
る
。
寄
付
金
は
す
べ

て
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
フ
ォ
ー
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
商
品
購
入
の

た
め
に
使
わ
れ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

jaanew
y

orkcity
@

gm
ail.

com

ま

で
。

フ

ー

ド

バ

ン

ク
・
フ
ォ
ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
詳
細
はhttps://w

w
w

.
foodbanknyc.org/

参
照
。

ン
、
喜
多
方
醤
油
ラ
ー
メ
ン
な

ど
︵
株
式
会
社
五
十
嵐
製
麺
︶

・
福
島
県
　
百
年
糀
の
冷
や
し

あ
ま
ざ
け
、
１
０
０
年
伝
承
糀

味
噌
な
ど
︵
株
式
会
社
宝
来
屋

本
店
︶

・
群
馬
県
　
ぶ
っ
こ
み
ら
ー
め

ん
、生
う
ど
ん
太
打
ち
な
ど︵
根

岸
物
産
株
式
会
社
︶

・
神
奈
川
県
　
桜
花
漬
︵
株
式

会
社
ち
ん
里
う
本
店
︶

・
神
奈
川
県
　
し
そ
梅
干
し
、

神
奈
川
県
産
湘
南
ゴ
ー
ル
ド
ゼ

リ
ー
な
ど
︵
株
式
会
社
ナ
チ
ュ

レ
︶

・
神
奈
川
県
　
天
然
素
材
蔵
ラ

イ
ス
ワ
イ
ン
・
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
・
サ
ン
グ
リ
ア
︵
天
然
素
材

蔵
︶

・
石
川
県
　
金
棒
茶SH

U
N

︵
加
賀
建
設
株
式
会
社
︶

・
石
川
県
　
冷
凍 

豆
腐
ナ
ゲ

ッ
ト︵
羽
二
重
豆
腐
株
式
会
社
︶

・
福
井
県
　
お
米
の
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
︵
株
式
会
社
ア
ジ
チ
フ

ァ
ー
ム
︶

・
愛
知
県
　
Ｔ
・
Ｆ
・
ジ
ャ
ー

キ
ー
い
わ
し
、
伝
々
さ
ん
ま
蒲

焼
な
ど︵
株
式
会
社
平
松
食
品
︶

・
愛
知
県
　
野
田
味
噌

商
店 

本
溜
、
木
桶
熟
成

即
席
み
そ
汁
赤
だ
し
な

ど
︵
合
資
会
社
野
田
味

噌
商
店
︶

・
愛
知
県
　
国
産
大
豆 

八
丁
味
噌
、
カ
ク
キ
ュ

ー
の
み
そ
だ
れ
な
ど︵
合

資
会
社
八
丁
味
噌
︶

・
和
歌
山
県
　
紀
州
産

う
す
塩
味
は
ち
み
つ
梅 

紀
の
和
み
、
紀
州
産
ス

ウ
ィ
ー
ト
プ
ラ
ム
ジ
ャ

ム
な
ど
︵
マ
ル
ヤ
マ
食

品
株
式
会
社
︶

・
鳥
根
県
　
抹
茶
パ
ン

ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
、
島

根
の
有
機
煎
茶
な
ど︵
株

式
会
社
千
茶
荘
︶

・
愛
媛
県
　
ち
ぎ
り
草

も
ち
、
瀬
戸
内
レ
モ
ン

も
ち
な
ど
︵
株
式
会
社

世
起
︶

・
福
岡
市
　
八
女
玉
露 

福
の
つ
ゆ
、
八
女
抹
茶

ラ
テ
な
ど
︵
西
福
製
茶

株
式
会
社
︶

・
宮
崎
県
　
九
州
産
し

い
た
け 

ど
ん
こ
、
九
州

産
し
い
た
け
徳
用
大
中

葉
︵
株
式
会
社
杉
本
商

店
︶

NY日本総領事館と

JAA日系社会に呼びかけ

食
料
品
の
寄
付
募
集

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.eventbrite.com/e/fun-tasty-onigiri-japanese-rice-balls-workshop-tickets-264182917217
https://jaany.org/w/donate-new/
https://www.foodbanknyc.org/
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アイビーリーグの入り方

日
本
ク
ラ
ブ

は
10
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
「
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
入
り

方
（
最
新
動
向
）
」
を
開
催
し
、
３
５
０
人
が
聴
講
す
る
関
心
の
高
さ
を
伺
わ
せ
た
。
講
師
は
作
家

で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
冷
泉
彰
彦
さ
ん
。

日
本
の
大
学
の
試
験
一
発
勝
負
と
違
い
、
米
国
の
名

門
大
学
の
入
試
は
、
米
国
人
に
と
っ
て
も
謎
に
包
ま
れ
た
存
在
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
入
試
制
度
に

関
し
て
最
新
の
動
向
に
触
れ
な
が
ら
、
日
本
人
、
日
系
人
が
ア
イ
ビ
ー
校
を
は
じ
め
と
す
る
米
名

門
大
学
に
出
願
・
入
学
す
る
際
の
留
意
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
解
説
し
た
。「
知
識
人
の
原
石
」
で

あ
る
こ
と
を
求
め
て
く
る
ア
イ
ビ
ー
校
の
「
合
格
基
準
」
と
は
何
な
の
か
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

講
演
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
。

20
世
紀
ま
で
は
良
く
も
悪

く
も
「
伝
統
校
」
だ
っ
た
が
、

２
０
０
０
年
前
後
か
ら
人
気
が

加
熱
。
２
０
０
９
年
か
ら
は
学

費
心
配
が
軽
減
さ
れ
た
。
現
在

は
大
き
な
ア
イ
ビ
ー
（
Ｕ
ペ
ン

と
コ
ー
ネ
ル
）
、
小
さ
い
（
古

い
）
ア
イ
ビ
ー
（
プ
リ
ン
ス
ト

ン
、ハ
ー
バ
ー
ド
、イ
エ
ー
ル
）、

厳
し
い
ア
イ
ビ
ー
（
コ
ロ
ン
ビ

ア
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ダ
ー
ト
マ
ス
）

に
分
か
れ
、
全
て
の
学
科
で
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
で
は
な
い
が
、
依

然
と
し
て
社
会
的
評
価
は
高

い
。
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
強
烈
な

校
風
が
あ
る
。

ま
た
ア
イ
ビ
ー
と
同
等
の
学

校
と
し
て
Ｍ
Ｉ
Ｔ
、
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
は
同
等
か
そ
れ
以
上
。

カ
ル
テ
ッ
ク
と
い
う
特
殊
な
存

在
。専
攻
に
よ
っ
て
は
シ
カ
ゴ
、

ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
（
陸
軍
兵

学
校
）
や
ア
ナ
ポ
リ
ス
（
海
軍

兵
学
校
）
の
ミ
リ
タ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
、
ミ
ニ
・
ア
イ
ビ
ー
と
言

わ
れ
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
カ

レ
ッ
ジ
な
ど
も
人
気
が
あ
る
。

就
職
に
有
利
な
大
学
で
も
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
同
窓
会
の
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
が
か
な
り
有
力
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
斡
旋
と
ワ

ー
ク
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

一
番
大
切
な
の
は
、
本
人
に

合
う
大
学
を
選
ぶ
こ
と
。
な
ん

と
い
っ
て
も
専
攻
次
第
。
各
大

学
の
合
格
基
準
を
見
る
と
ス
ポ

ー
ツ
や
課
外
活
動
歴
は
必
須
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
履
歴
も
重
要
。

各
大
学
が
欲
し
い
学
生
像
は

「
教
室
の
白
熱
化
へ
貢
献
す
る

学
生
、
卒
業
後
に
実
績
を
上
げ

て
、
大
学
の
評
価
を
高
め
て
く

れ
る
人
材
、多
様
性
を
構
成
し
、

尊
重
す
る
人
物
」
だ
。

出
願
ま
で
の
流
れ
は
、
何
を

揃
え
る
か
を
整
理
す
る
。
Ｓ
Ａ

Ｔ
や
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
点
数
、Ｉ
Ｂ（
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
カ
ロ

レ
ア
＝
ス
イ
ス
に
本
部
の
あ
る

国
際
的
な
試
験
制
度
）、
Ａ
Ｐ

（
米
国
の
単
位
先
取
り
試
験
）

の
点
数
、
良
好
な
Ｇ
Ｐ
Ａ
を
含

む
内
申
書
、
活
動
履
歴
、
エ
ッ

セ
イ
、
推
薦
状
。

Ｇ
Ｐ
Ａ
（
内
申
書
）
の
重
要

性
＝
計
算
式
は
単
純
で
Ａ
は
４

点
、
Ｂ
は
３
点
、
Ｃ
は
２
点
、

Ｄ
は
１
点
、
Ｆ
は
０
点
。
内
申

書
の
評
価
は
、
11
年
生
の
時

の
成
績
が
重
視
さ
れ
る
。
だ

が
、
９
年
生
か
ら
の
成
績
は
す

べ
て
重
要
。
単
に
オ
ー
ル
Ａ
な

ら
良
い
わ
け
で
は
な
い
。
成
績

の
カ
ー
ブ
が
上
昇
傾
向
に
あ
る

の
か
、
常
に
高
度
な
科
目
に
挑

戦
し
て
い
る
か
な
ど
が
問
わ
れ

る
。２

０
２
４
年
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
が
改

定
さ
れ
る
。
見
通
し
と
し
て
試

験
時
間
が
３
時
間
か
ら
２
時
間

に
短
縮
、
指
定
席
で
端
末
に
よ

る
受
験
。
計
算
機
は
ア
プ
リ
上

で
提
供
。
数
日
で
点
数
を
通
知

す
る
な
ど
。
特
に
数
学
と
科
学

の
科
目
が
重
要
だ
。

出
願
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル

は
、
早
期
出
願
が
11
月
上
旬
締

め
切
り
、
合
否
発
表
は
12
月
中

旬
。
倍
率
は
や
や
低
い
。
通
常

出
願
は
12
月
末
か
ら
１
月
中
旬

が
締
め
切
り
。合
否
は
３
月
末
。

入
学
意
思
決
定
の
締
め
切
り
は

５
月
１
日
、
半
年
分
の
学
費
振

り
込
み
は
７
月
中
旬
。

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
を
目
指
す

上
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
本

人
が
「
決
意
」
を
す
る
こ
と
が

す
べ
て
。
自
分
に
や
り
た
い
こ

と
が
あ
り
、
８
年
生
ま
で
に
決

意
を
。
そ
し
て
良
い
仲
間
と
の

切
磋
琢
磨
を
す
る
こ
と
だ
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
の

乗
車
数
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染
が

確
認
さ
れ
た
昨
年
12
月
以
来
初

め
て
、
３
日
連
続
で
３
０
０
万

人
を
超
え
た
こ
と
が
Ｎ
Ｙ
州
の

報
告
で
分
か
っ
た
。

同

報

告

に

よ

る

と
、

利

用

者

数

は

８

日

は

３
０
１
万
５
７
５
５
人
、
９
日

は
３
０
８
万
７
７
３
１
人
、
10

日
は
３
１
０
万
８
２
１
６
人

で
、
２
年
前
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

前
の
平
均
乗
車
数
の
55
％
に
達

し
て
い
る
。

地
下
鉄
乗
車
数
が
ア
ッ
プ

３
日
連
続
で
３
０
０
万
人
超

日
本
と
違
う
名
門
受
験

冷
泉
さ
ん
が
入
試
制
度
解
説

日本クラブ
ウェビナー

カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
、
ジ
ョ
ン

ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
な
ど
も
あ
り
、

山
野
内
勘
二
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

総
領
事
が
９
日
夕
、
大
使
公
邸

で
開
催
さ
れ
た
離
任
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
で
日
米
招
待
客
に
お
別
れ

の
挨
拶
を
し
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
の
キ
ャ

ロ
ル
・
グ
ラ
ッ
ク
教
授
が
感
謝

の
言
葉
を
送
っ
た
。
山
野
内
大

使
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
自
由

と
多
様
性
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満

ち
た
都
市
で
、
任
期
を
ま
っ
と

う
で
き
た
こ
と
を
光
栄
に
思

う
。
日
系
社
会
の
多
く
の
人
に

支
え
ら
れ
た
３
年
４
か
月
だ
っ

た
。
当
地
に
日
本
人
の
足
跡
を

記
録
す
る
東
海
岸
に
お
け
る
初

の
歴
史
博
物
館
を
デ
ジ
タ
ル
で

作
る
こ
と
が
で
き
た
。
将
来
は

ぜ
ひ
リ
ア
ル
で
博
物
館
を
作
っ

て
欲
し
い
。
ま
た
当
地
初
の
大

規
模
な
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
が

５
月
14
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
こ
れ
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
の
日
本
を
代
表
す
る
行
事

に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間

中
に
演
奏
披
露
の
場
所
が
な
く

な
っ
た
音
楽
家
た
ち
を
支
援
す

る
た
め
に
公
邸
か
ら
ラ
イ
ブ
演

奏
発
信
し
た
「
フ
ラ
イ
デ
ー
・

ナ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
」
も
ど
う
か

続
け
て
欲
し
い
」
と
３
つ
の
希

望
を
述
べ
た
。

公
邸
で
の
離
任
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
に
加
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

挨
拶
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し

た
。
挨
拶
の
最
後
に
「
こ
の
生

き
た
歴
史
に
、
そ
し
て
日
米
の

揺
る
ぎ
な
い
絆
に
、
皆
様
の
貢

献
に
感
謝
し
ま
す
。
皆
様
の
多

大
な
る
支
援
と
友
情
は
、
私
の

宝
物
。
雨
の
日
も
、
嵐
の
日

も
、
雪
の
日
も
、
そ
し
て
も
ち

ろ
ん
明
る
い
太
陽
の
日
も
、
ど

う
か
強
く
、
団
結
し
、
希
望
に

満
ち
た
日
々
を
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
し
た
。
12
日
に

帰
国
し
た
。

感
謝
を
残
し
離
任

山
野
内
大
使
が
帰
国
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在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館

は
、
春
の
１
日
領
事
館
（
領
事

出
張
サ
ー
ビ
ス
）
を
次
の
５
か

所
に
て
開
催
す
る
。
１
日
領
事

館
で
は
、
①
在
外
選
挙
人
登
録

申
請
等
の
受
付
、
②
旅
券
（
パ

ス
ポ
ー
ト
）
の
交
付
、
③
証
明

書
の
交
付
と
受
付
の
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
パ

ス
ポ
ー
ト
及
び
証
明
の
仮
申

請
、
戸
籍
関
係
の
当
日
届
出
の

申
し
込
み
は
各
地
開
催
日
の
２

週
間
前
ま
で
と
な
る
。

■
３
月
５
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

Ｎ
Ｙ
州
バ

ッ

フ

ァ

ロ

ー

C
ourtyard 

b
y

 M
a

rrio
tt B

u
ffa

lo 
A

irport

（4243 G
enesee 

Street,C
heektow

aga, N
Y

 
14225

）
申
請
書
類
の
郵
送
申

し
込
み
必
着
期
限
は
２
月
18
日

（
金
）。

■
12
日
（
土
）
午
前
11
時
〜

午

後

２

時

Ｐ

Ａ

州

フ

ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

H
oliday 

In
n

 H
otel an

d
 S

u
ites 

Philadelphia W
 - D

rexel 
H

ill

（5
4

0
0

 
F

e
r

n
e 

B
ou

lev
ard,D

rex
el H

ill, 
PA

 19026

）
必
着
期
限
は
２

月
25
日
（
金
）。

■

12

日
（

土

）

午

前

９

時

〜

午

後

１

時

Ｐ

Ａ

州

ピ

ッ

ツ

バ

ー

グ

H
oliday 

In
n

 E
x

press &
 Su

ites 
P

ittsb
u

rg
h

 A
irp

o
rt

（5311 C
am

pbells R
u

n 
R

o
ad

,P
ittsb

u
rg

h
, P

A
 

15205

）
必
着
期
限
は
２
月
25

日
（
金
）。

■
19
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
正

午

Ｎ
Ｙ
州
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー

T
he Japanese W

eekend 
School

C
hrist C

larion 
Presbyterian C

hurch of 

Pittsford

（415 T
hornell 

R
o

a
d

, P
ittsfo

rd
, N

Y
 

14534

）
必
着
期
限
は
３
月
４

日
（
金
）。

■
20
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
正

午

Ｗ
Ｖ
州
チ
ャ
ー
ル
ス
ト

ン

Sleep Inn H
urricane

（1
2

1
1

 L
ib

erty
 P

a
rk 

D
rive,  H

u
rrican

e, W
V

 
25526

）
必
着
期
限
は
３
月
４

日
（
金
）。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.ny.us.em

b-
japan.go.jp

を
参
照
す
る
。

春
の
１
日
領
事
館

出
張
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
11
日
、
同
市
営
の
ワ
ク

チ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
Ｓ
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
３

度
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

た
市
民
に
１
０
０
ド
ル
を
提
供

す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
12
日

か
ら
再
開
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。同

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
始
ま

っ
た
昨
年
７
月
以
降
、
同
市
の

１
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は

25
％
増
加
し
、
80
万
人
以
上
が

１
０
０
ド
ル
の
ギ
フ
ト
・
カ
ー

ド
を
受
理
し
た
。
同
市
当
局
に

よ
る
と
、
う
ち
77
％
は
人
種
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
配
布
さ
れ
、

多
く
は
地
元
の
食
料
品
店
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
交
通
な
ど
の
事
業

に
消
費
さ
れ
て
い
る
。
３
度
目

接
種
対
象
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

は
今
月
28
日
ま
で
で
、ギ
フ
ト
・

カ
ー
ド
の
利
用
期
間
は
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
11
日
、

市
で
働
く
職
員
１
４
３
０
人
が

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
義
務
に
従
わ

な
か
っ
た
と
し
て
解
雇
し
た
。

ア
ダ
ム
ズ
市
長
は
、
デ
ブ
ラ

シ
オ
前
市
長
が
発
表
し
た
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
義
務
付
け
を
引
き

継
ぎ
、
昨
年
8
月
2
日
以
降
に

採
用
さ
れ
た
者
に
45
日
以
内
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
求
め
た
。
ま

た
11
月
以
降
に
接
種
完
了
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
者
は
無
給
で

の
休
暇
処
分
と
し
、
11
日
に
解

雇
が
発
表
さ
れ
た
。市
長
は「
採

用
さ
れ
た
時
点
で
接
種
の
義
務

が
あ
り
、責
任
は
明
確
だ
っ
た
」

と
述
べ
た
。
裁
判
所
は
不
服
申

し
立
て
を
却
下
し
た
。（
杉
本
）

３
度
目
接
種
者
に
１
０
０
ド
ル

Ｎ
Ｙ
市
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
贈
呈

市
職
員
１
４
３
０
人
解
雇

ワ
ク
チ
ン
接
種
義
務
違
反

離任レセプションで挨拶する山野内大使（９日夕、大使公邸で）

http://www.nyseikatsu.com
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp
http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
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Ｎ
Ｙ
市
警
察
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）

は
10
日
、
地
下
鉄
の
車
内
で
女

性
を
レ
イ
プ
し
よ
う
と
し
た
男

を
逮
捕
し
た
と
発
表
し
た
。

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ト
ー
マ
ス
容

疑
者
（
23
）
は
9
日
午
前
10
時

ご
ろ
、
ロ
ウ
ワ
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
付
近
を
走
行
し
て
い
た
地
下

地
下
鉄
Ｅ
線
で
レ
イ
プ
未
遂

逃
走
し
た
男
を
逮
捕

眞
子
さ
ん
居
住
の
ア
パ
ー
ト
前

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ウ
エ
ス
ト

サ
イ
ド
52
丁
目
の
路
上
で
10
日

午
前
11
時
15
分
ご
ろ
、
市
の

衛
生
局
の
男
性
職
員
が
、
短
銃

で
３
発
撃
た
れ
負
傷
す
る
事
件

が
あ
っ
た
。
事
件
が
あ
っ
た
の

は
ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ
ン
の
住
宅
街

で
、
小
室
眞
子
さ
ん
夫
妻
が
住

む
ア
パ
ー
ト
ビ
ル
の
隣
の
路

上
。
Ｎ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る

と
、
捜
査
関
係
者
は
、
被
害
者

の
娘
で
、
こ
の
エ
リ
ア
に
住
む

女
性
が
、
元
交
際
相
手
と
そ
の

双
子
の
兄
弟
に
、
声
を
か
け
ら

れ
た
こ
と
が
、
き
っ
か
け
だ
っ

と
話
し
て
い
る
。
父
親
は
職
務

中
だ
っ
た
が
、
娘
に
呼
ば
れ
、

現
地
に
到
着
。
兄
弟
と
け
ん
か

に
な
り
、
発
砲
事
件
に
発
展
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ポ
ス
ト
紙

が
入
手
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
版
で

公
開
し
た
映
像
で
は
、
衛
生
局

の
男
性
が
、
黄
色
い
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
着
た
男
性
に
、
殴
る
蹴
る

の
暴
行
を
加
え
る
様
子
が
撮
影

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
2
人

は
い
っ
た
ん
離
れ
た
が
、
職
員

の
男
性
が
再
び
、
黄
色
い
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
男
性
に
近
づ
い
た
と

こ
ろ
、
間
に
い
た
も
う
一
人
の

男
が
、
職
員
に
向
け
て
、
至
近

距
離
か
ら
銃
弾
を
3
発
放
っ

た
。
男
性
は
左
も
も
を
撃
た

れ
、
近
く
の
病
院
に
搬
送
さ
れ

た
。
容
態
は
安
定
し
て
い
る
と

い
う
。
犯
人
ら
は
、
黒
の
メ
ル

セ
デ
ス
ベ
ン
ツ
に
乗
っ
て
逃
走

し
た
。
同
日
午
前
に
は
ブ
ロ
ン

ク
ス
で
女
性
が
銃
で
撃
た
れ
て

死
亡
す
る
事
件
が
起
き
た
ば
か

り
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
発
砲

事
件
が
起
き
た
52
丁
目
と
十
番

街
と
十
一
番
街
が
一
時
封
鎖
さ

れ
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
た
。

警
察
の
黄
色
い
テ
ー
プ
が
貼
ら

れ
て
立
ち
入
り
禁
止
区
域
に
な

っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
に
眞
子
さ
ん
小

室
圭
さ
ん
夫
妻
が
住
む
ア
パ
ー

ト
が
あ
り
、
発
砲
事
件
が
起
き

た
の
は
、
眞
子
さ
ん
が
住
む
ビ

ル
の
玄
関
前
か
ら
わ
ず
か
10
メ

ー
ト
ル
た
ら
ず
の
場
所
だ
っ

た
。
現
場
は
飲
食
店
が
多
く
立

ち
並
ぶ
大
通
り
か
ら
、
一
歩
入

っ
た
静
か
な
通
り
で
昼
間
で
も

人
通
り
が
少
な
い
。
犯
人
が
逃

走
し
た
黒
塗
り
の
ベ
ン
ツ
は
同

日
午
後
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
27

丁
目
チ
ェ
ル
シ
ー
地
区
に
乗
り

捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を
警
察
が

発
見
し
た
。
盗
難
車
と
見
ら
れ

容
疑
者
は
逃
走
中
。
事
件
か
ら

２
日
後
の
午
後
、
現
場
付
近
は

閑
散
と
し
て
い
た
が
、
ホ
ー
ム

レ
ス
が
空
の
ガ
ラ
ス
瓶
を
道
路

に
叩
き
つ
け
て
割
る
な
ど
し
て

い
た
。
近
く
の
路
上
で
た
ば
こ

を
吸
っ
て
い
た
住
民
に
話
を
聞

く
と
事
件
の
時
に
大
き
な
叫
び

声
が
し
て
道
路
に
血
痕
が
残
っ

て
い
た
と
話
す
。
事
件
の
あ
っ

た
路
上
に
面
し
た
カ
フ
ェ
の
従

業
員
は
、
事
件
を
目
撃
し
た
が

話
す
立
場
に
な
い
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。

銃撃されて男性が負傷した事件現場の歩道。すぐ後方の建物が
眞子さん夫妻が住むアパートビル。（12 日午後４時、本紙撮影）

市
清
掃
職
員
３
発
撃
た
れ
負
傷

Ｎ
Ｙ
州
の
司
法
試
験

今
月
22
日
と
23
日
に

合
格
発
表
は
４
月
25
日

鉄
Ｅ
線
の
車
内
で
、
乗
客
と
し

て
乗
り
合
わ
せ
た
21
歳
の
女
性

の
体
を
押
し
て
端
の
方
へ
と
追

い
つ
め
て
レ
イ
プ
を
試
み
た
。

そ
の
後
キ
ャ
ナ
ル
ス
ト
リ
ー
ト

駅
で
下
車
し
逃
走
し
て
い
た
。

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
は
直
後
に
ツ
イ

ッ

タ

ー
（N

Y
PD

 Special 
V

ictim
s

）
に
掲
載
し
、
捜
査

官
ら
に
よ
る
迅
速
な
情
報
共
有

と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
第
20
地
区
の

列
車
パ
ト
ロ
ー
ル
チ
ー
ム
に
よ

り
、
男
を
逮
捕
し
た
。
ト
ー
マ

ス
容
疑
者
は
、
レ
イ
プ
未
遂
、

性
的
虐
待
、
強
制
接
触
、
監
禁

の
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
地
下
鉄

で
、
ホ
ー
ム
レ
ス
を
は
じ
め
と

す
る
市
民
ら
の
遺
体
が
、
今
年

に
入
っ
て
車
内
や
駅
構
内
で
相

次
い
で
発
見
さ
れ
て
い
る
と
14

日
付
け
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
紙

が
報
じ
た
。
Ｎ
Ｙ
市
警
（
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
）
に
よ
る
と
、
今
年
に
入

っ
て
す
で
に
6
人
の
遺
体
が
身

分
証
明
書
を
持
た
な
い
状
態
で

発
見
さ
れ
た
。
ホ
ー
ム
レ
ス
を

対
象
と
し
た
権
利
擁
護
団
体

「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
連
帯
」
の
ジ

ャ
ク
リ
ー
ン
・
サ
イ
モ
ン
政
策

担
当
部
長
は
、
地
下
鉄
の
ホ
ー

ム
レ
ス
の
死
亡
者
数
増
加
は
市

に
と
っ
て
「
重
大
な
危
機
」
で
、

「
夜
ご
と
路
上
生
活
者
の
命
が

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
地

下
鉄
か
ら
彼
ら
を
動
か
し
た
い

の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
よ
い
場
所

を
提
供
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
で

よ
り
良
い
シ
ェ
ル
タ
ー
が
な
い

た
め
意
図
的
に
地
下
鉄
を
シ
ェ

ル
タ
ー
と
し
て
使
う
者
も
い
る

と
も
サ
イ
モ
ン
氏
は
認
め
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　（
西
川
）

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

www.nyseikatsu.com

地下鉄内での死亡増加
シェルター整備が課題
今年すでに６人の遺体発見

昨
年
11
月
に
来
米
し
、
大
手

法
律
事
務
所
助
手
と
し
て
勤
務

し
て
い
る
小
室
圭
さ
ん
が
２
度

目
と
な
る
Ｎ
Ｙ
司
法
試
験
を
今

月
受
験
す
る
。
５
月
で
学
生
ビ

ザ
が
切
れ
る
た
め
、
新
た
に
勤

め
先
で
の
就
労
ビ
ザ
申
請
が
必

要
に
な
る
と
み
ら
れ
る
が
、
試

験
の
合
否
結
果
が
申
請
に
ど
う

影
響
す
る
の
か
は
不
明
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
司
法
試

験
が
今
月
22
日
と
23
日
に
行
わ

れ
る
。
合
格
発
表
は
例
年
通
り

で
あ
れ
ば
４
月
25
日
。
年
２

回
、
７
月
と
２
月
の
テ
ス
ト
に

難
易
度
の
差
は
な
い
が
、
合
格

率
は
通
常
７
月
の
方
が
高
く

な
る
。
試
験
は
合
計
４
０
０

点
満
点
で
各
日
６
時
間
、
3

つ
の
要
素
か
ら
な
る
。（
１
）

M
ultistate E

ssay
 E

xam
 

(M
E

E
)

＝

構

成
・

論

文

試

験
、
得
点
割
合
・
30
％
、（
２
）

M
ultistate Perform

ance 
T

est (M
PT

)

＝

構
成
・
起
案

試
験
・
得
点
割
合
・
20
％
、（
３
）

M
u

ltistate B
ar E

x
am

 
(M

B
E

)

＝
構
成
・
8
主
題
に

わ
た
る
選
択
試
験
２
０
０
問
、

得
点
割
合 : 

50
％
。
合
格
ラ
イ

ン
は
４
０
０
点
満
点
中
２
６
６

点
だ
が
全
て
の
分
野
で
60
％
超

え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

る
。
外
国
人
受
験
者
の
合
格
率

は
こ
こ
約
20
年
間
で
減
少
傾
向

に
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は

さ
ら
に
２
つ
の
試
験
と
１
つ
の

課
題
を
課
し
て
い
る
。

（
１
）N

Y
LE

 (N
ew

 Y
ork 

Law
 E

xam
ination)

・
構
成
・

50
問
の
選
択
問
題
、
試
験
日
は

年
に
4
回
あ
る
。（
2
）T

he 
M

ultistate P
rofessional 

R
esp

on
sib

ility
 E

x
am

（M
PR

E

）
＝
構
成
・

60
問
、

試
験
日
・
年
に
3
回
。（
3
）

Pro B
ono R

equirem
ent :

＝
内
容
・
50
時
間
の
無
料
奉
仕
。

試
験
を
受
け
る
資
格
は
（
１
）

大
学
の
成
績
証
明
書
（
２
）
学

位
証
明
書
の
コ
ピ
ー
（
３
）
資

格
認
定
証
（
４
）
該
当
す
る
国

の
弁
護
士
の
規
制
当
局
／
弁
護

士
会
か
ら
の
同
意
書
。

小
室
圭
さ
ん
が

２
度
目
の
受
験

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.yamagatadental.com
mailto:info@tsutech.com
https://www.hondag.com
http://www.nykoshin.com
http://myriverside.net/home
http://jweeklyusa.com
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税

金

特

集

③

不
動
産
所
得
と

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
・
ロ
ス

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　
今
回
は
課
税
の
対
象
と
な
る

所
得
の
解
説
を
し
ま
す
。
米
国

税
法
上
の
居
住
者
に
な
る
と
、

居
住
者
期
間
に
つ
い
て
は
、
全

世
界
の
所
得
を
米
国
で
申
告
す

る
義
務
を
負
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得

に
次
い
で
金
額
が
大
き
く
な
り

や
す
い
の
は
賃
貸
不
動
産
と
資

産
の
売
買
か
ら
発
生
す
る
所
得

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回

は
こ
う
し
た
不
動
産
所
得
と
キ

ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
税
務
上
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

■
不
動
産
所
得

　
駐
在
な
ど
で
米
国
に
滞
在

中
、
日
本
で
の
持
ち
家
を
賃
貸

し
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
不
動
産
所
得
は
通
常
の
所

得
と
合
算
さ
れ
累
進
税
率
で
課

税
さ
れ
ま
す
。
賃
貸
所
得
の
計

算
方
法
を
理
解
し
経
費
の
申
告

漏
れ
な
ど
が
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

ａ
　
不
動
産
所
得
の
計
算

　
賃
貸
収
入
︵
礼
金
、
共
益
費

収
入
を
含
む
︶
か
ら
関
連
諸
経

費
を
控
除
し
た
後
の
不
動
産
所

得
が
課
税
対
象
額
と
な
り
ま

す
。
関
連
諸
経
費
と
し
て
、
賃

貸
物
件
や
家
具
の
減
価
償
却

費
、
支
払
利
子
、
固
定
資
産
税
、

保
険
料
、
修
繕
費
、
管
理
費
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
土
地
は
減
価

し
ま
せ
ん
の
で
、
減
価
償
却
費

は
土
地
代
を
除
き
、
建
物
部
分

の
購
入
価
格
に
つ
い
て
の
み
計

算
し
ま
す
。
減
価
償
却
の
耐
用

年
数
は
、
米
国
内
の
居
住
用
不

動
産
に
つ
い
て
は
27
・
５
年
、

米
国
外
の
不
動
産
に
つ
い
て
は

30
年
と
な
り
ま
す
。
家
具
に
つ

い
て
は
別
途
償
却
年
数
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
建
屋
及
び
海

外
に
あ
る
家
具
等
の
償
却
は
購

入
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
ド
ル
換

算
さ
れ
定
額
法
で
計
算
さ
れ
ま

す
。
収
入
や
経
費
は
、
原
則
と

し
て
受
取
、
支
払
時
の
為
替
レ

ー
ト
で
米
ド
ル
に
換
算
し
ま
す

が
、
定
期
的
に
発
生
し
て
い
る

も
の
で
あ
れ
ば
年
平
均
レ
ー
ト

で
換
算
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
賃
貸
所
得
お
よ
び

経
費
の
詳
細
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

Ｅ
に
記
載
し
ま
す
。

ｂ
　
不
動
産
所
得
の
純
損
益
控

除
制
限

　
不
動
産
所
得
が
損
失
と
な
っ

た
場
合
に
、
積
極
的
に
賃
貸
に

関
与
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
他
の
所
得
と
の
損
益
通
算

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
積
極
的
な

関
与
と
は
、
テ
ナ
ン
ト
と
の
交

渉
、
修
繕
の
手
配
な
ど
に
関
し

て
決
定
権
を
持
つ
こ
と
を
指

す
の
で
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
で

す
が
、
何
も
か
も
不
動
産
管

理
会
社
ま
か
せ
と
い
う
場
合

は
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
不

動
産
所
得
の
損
失
の
損
益
通

算
は
最
高 

２
万
５
０
０
０
ド

ル
︵
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合 

１
万
２
５
０
０
ド
ル
︶で
す
が
、

所
得
が
高
い
と
控
除
の
制
限
を

受
け
、
調
整
総
所
得
が 

15
万

ド
ル
︵
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合

７
万
５
０
０
０
ド
ル
︶
超
に
な

る
と
、
控
除
は
ゼ
ロ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

ｃ
　
日
本
で
の
源
泉
徴
収
税
額

　
日
本
で
非
居
住
者
届
け
を
出

さ
れ
て
い
る
方
は
、
通
常
賃
貸

収
入
か
ら
約
20
％
が
源
泉
徴
収

さ
れ
ま
す
。
賃
料
の
約
20
％
の

源
泉
徴
収
税
額
は
大
き
い
で
す

が
、
日
本
で
確
定
申
告
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
諸
経
費
を
差
し

引
い
た
純
所
得
を
課
税
対
象
額

と
し
て
税
額
を
計
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

金
の
ほ
と
ん
ど
が
還
付
さ
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
自
身
の
状
況
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
・
ロ
ス

︵
譲
渡
所
得
・
損
失
︶

ａ
　
株
式
、
証
券
等
の
売
却
益

　
株
式
や
証
券
等
の
売
却
益
と

売
却
損
を
相
殺
し
て
得
た
キ
ャ

ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
は
全
額
が
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
。
１
年
超

保
有
し
て
い
た
資
産
の
売
却
に

よ
る
長
期
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン

は
15
％
︵
所
得
の
低
い
納
税
者

の
場
合
は
０
％
、
高
所
得
者

は
20
％ 

︶
の
優
遇
税
率
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
仮
想
通
貨
の
売

却
に
つ
い
て
も
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ

イ
ン
・
ロ
ス
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
仮

想
通
貨
取
引
は
、
別
途Form
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上
で
の
確
認
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

ｂ
　
株
式
、
証
券
等
の
売
却
損

　
売
却
益
と
損
を
相
殺
し
て
損

失
と
な
る
場
合
の
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
ロ
ス
は
最
高
３
０
０
０
ド

ル
︵
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合
は

１
５
０
０
ド
ル
︶
ま
で
他
の
所

得
と
相
殺
で
き
ま
す
。
使
い
切

れ
な
か
っ
た
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ

ス
は
翌
年
以
降
に
繰
越
す
こ
と

が
で
き
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ
ス

が
な
く
な
る
年
ま
で
繰
越
せ
ま

す
。

ｃ
　
主
た
る
住
宅
の
売
却
益
の

非
課
税
規
定

　
主
た
る
住
居
の
売
却
益
は
夫

婦
合
算
申
告
で
は
50
万
ド
ル
、

独
身
・
夫
婦
個
別
申
告
で
は

25
万
ド
ル
ま
で
を
控
除
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
控
除
を
受
け
る
に

は
住
居
を
所
有
し
︵
所
有
要

件
︶、
か
つ
売
却
前
の
５
年
間

の
う
ち
２
年
間
を
主
た
る
住
居

と
し
て
本
人
が
実
際
に
住
ん
で

い
る
こ
と
︵
使
用
要
件
︶
が
必

要
で
す
。
２
年
間
主
た
る
住
居

と
し
て
住
ん
で
い
れ
ば
何
度
も

こ
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
転
勤
、
病

気
、
そ
の
他
予
期
不
可
能
な
事

情
で
２
年
間
の
居
住
条
件
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
特
別
に
控
除
額
を
日
数

に
よ
り
按
分
し
、
減
額
さ
れ
た

控
除
を
適
用
で
き
ま
す
。
売
却

損
が
発
生
し
た
場
合
は
個
人
的

損
失
と
さ
れ
控
除
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
主
た
る
住
居
に
居

住
し
て
か
ら
一
旦
賃
貸
に
出

し
、
そ
の
後
主
た
る
住
居
と
し

て
再
利
用
し
て
か
ら
売
却
し
た

場
合
に
は
、
別
途
控
除
の
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
ク
ラ
ブ
は
28
日
︵
月
︶

午
後
２
時
か
ら
、
﹁
企
業
向
け

Ａ
Ｉ
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
と
進
め

方
﹂
と
題
し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を

開
催
す
る
。
シ
ス
コ
ム
・
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
タ
ッ
グ
を

組
み
、
経
営
層
向
け
に
、
一
般

企
業
向
け
の
Ａ
Ｉ
の
進
め
方
、

導
入
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
実
際
の
導
入
事
例
な
ど
を

交
え
て
Ａ
Ｉ
導
入
に
お
け
る
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
説
明
す
る
。

　
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
松
ヶ
谷
勲

氏
︵
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・
テ
レ
コ

ム
・
ア
メ
リ
カ
・
Ａ
Ｉ
事
業
部

責
任
者
︶
と
ケ
ビ
ン
岩
橋
氏
︵
シ

ス
コ
ム
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
Ｄ
Ｘ
チ
ー
ム
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
キ
テ
ク

ト
︶
。
対
象
は
、
米
国
で
事
業

を
行
う
日
系
企
業
の
経
営
責
任

者
、
事
業
戦
略
担
当
者
、
Ｉ
Ｔ

部
門
担
当
者
。
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
の

言
語
は
日
本
語
。

　
参
加
費
無
料
︵
任
意
で
Ｎ

Ｙ
医
療
従
事
者
へ
の
お
弁

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
寄

付
︶。
問
い
合
わ
せ
先
は
Ｅ
メ

ー

ルinfo@
jcciny.org 

ま

で
。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
nipponclub.org

を
参
照
。

企
業
向
け
Ａ
Ｉ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

日
本
ク
ラ
ブ
28
日
に
開
催

　
米
国
Ｊ
Ｅ
Ｔ
ア
ル
ム
ナ
イ
・

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
一
般
財

団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
、
ブ
ラ
ン

ズ
ウ
ィ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
は
22

日
午
後
5
時
か
ら
、
ウ
ェ
ビ
ナ

ー
﹁
Ｊ
Ｅ
Ｔ
で
培
っ
た
異
文
化

を
橋
渡
し
す
る
能
力
と
グ
ロ
ー

バ
ル
な
キ
ャ
リ
ア
と
は
﹂
を
開

催
す
る
。

　
キ
ャ
リ
ア
形
成
は
、
日
本
語

を
母
語
と
し
な
い
外
国
人
だ
け

で
な
く
日
本
企
業
に
と
っ
て
も

重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
。
こ
れ

ら
日
本
シ
ン
パ
の
人
材
が
何
を

求
め
て
い
る
の
か
、
日
本
関
連

の
仕
事
に
携
わ
る
上
で
の
や
り

が
い
や
悩
み
は
何
か
を
日
本
企

業
が
理
解
す
る
こ
と
で
採
用
活

動
な
ど
に
も
役
立
て
て
も
ら
う

の
が
狙
い
。

　
今
回
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、

日
本
政
府
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
じ
て
海
外
と
の
橋
渡
し

を
行
う
意
義
や
課
題
に
つ
い
て

議
論
す
る
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、

日
本
で
の
就
労
経
験
や
そ
こ
で

培
っ
た
語
学
力
を
活
か
し
現
在

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
て
い
る

ジ
ェ
シ
カ
・
コ
ル
ク
さ
ん
、
マ

ー
ク
・
キ
ー
ガ
ン
さ
ん
ら
6

人
。
言
語
は
日
本
語
が
使
用
さ

れ
る
。
申
し
込
み
はhttps://

usjetaa.w
ildapricot.org/

event-4654031

ＪＥＴプログラム

後のキャリア形成

22 日にウェビナー開催

　クラウド型ビジネスチャットツールを扱うチ
ャットワーク (Chatwork) は、契約書の作成か
ら送付・合意・保管までの全てをウェブ上で完
結できる電子契約サービス「jinjer サイン ( ジ
ンジャーサイン )」を提供している。押印など
の契約業務や書類完結などが全てウェブ上で可
能となり、コロナ禍でのリモートワークの推進
を図ることができる。また、郵送作業の必要が
なくなるため、切手や印紙・封筒代の削減がで
きる。それに加え、書類を印刷・製本する手間
や郵送対応なども解消され、契約業務をより効
率化することもできる。初期費用は５万円から、
基本料金は月額 8700 円から、別途書類送付費
用が１件につき 200 円で販売している ( 表示
料金は全て税抜き )。アカウント数・書類送信
件数は無制限で利用可能。３通まで契約書を送
付できる２週間の無料トライアルも実施してい
る。詳細は https://mpages.chatwork.com

契約書の作成を
クラウドで完結

mailto:info@jcciny.org
mailto:info@jcciny.org
mailto:info@jcciny.org
https://mpages.chatwork.com
https://www.nipponclub.org
https://usjetaa.wildapricot.org/event-4654031
https://www.takenakapartners.com/
https://www.maxjob.com/
https://www.mtckitchen.com
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２
０
２
２
年
は
日
系
企
業
の
Ｄ
Ｅ
Ｉ
元
年

クイック USA

79
　
２
０
２
２
年
1
月
は
世
界
中

で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
蔓
延
の
ニ
ュ

ー
ス
で
幕
を
開
け
た
よ
う
な
感

覚
が
い
た
し
ま
す
が
、
感
染
が

先
行
し
て
い
た
南
ア
フ
リ
カ
や

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
す
で
に
ピ
ー

ク
ア
ウ
ト
が
起
こ
り
、
感
染
も

下
火
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
は
じ
め
ア
メ

リ
カ
の
東
部
地
域
で
も
ピ
ー
ク

ア
ウ
ト
の
傾
向
が
見
え
て
き
て

お
り
、
今
後
新
た
な
変
異
株
の

再
来
が
な
け
れ
ば
、
脅
威
を
も

た
ら
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
も
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
よ
う
な
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

そ
の
姿
を
変
え
、
収
束
に
向
か

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
関
係
の

話
は
横
に
お
い
て
、
別
の
角
度

か
ら
の
話
と
し
て
22
年
の
ア
メ

リ
カ
の
Ｈ
Ｒ
に
つ
い
て
の
展
望

を
皆
様
に
シ
ェ
ア
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
別
の
角
度
か
ら
と
申
し
上
げ

ま
し
た
の
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
3
文
字
を
使
っ
た
Ｄ
Ｅ
Ｉ

で
す
。
こ
れ
は
﹁D

iversity, 
E

quity &
 Inclusion

﹂

の

略
に
な
り
ま
す
。
日
本
語
に
し

に
く
い
単
語
が
入
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
あ
え
て
訳
し
て
み
ま

す
と
﹁
多
様
性
、
公
平
性
、
包

括
性
﹂
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。

多
様
性
と
公
平
性
と
い
う
の

は
、
日
本
で
も
と
き
ど
き
使
わ

れ
て
い
る
言
葉
で
は
あ
り
ま
す

が
、
で
は
包
括
性
と
い
う
の
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？
あ
ま
り
聞

き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
よ
ね
。

少
な
く
と
も
日
常
会
話
の
中
で

使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ

ら
の
言
葉
は
多
く
の
日
本
人
に

と
っ
て
も
い
ま
だ
馴
染
み
の
薄

い
言
葉
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
日
本
語
に
翻
訳
し
た

言
葉
に
し
て
使
う
の
で
は
な

く
、
そ
の
ま
ま
英
語
で
お
使
い

に
な
り
、
あ
え
て
英
語
の
ま
ま

で
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く
の
が

む
し
ろ
理
に
か
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
最
初
は
英

語
で
お
使
い
い
た
だ
き
、
の
ち

に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
適
正
な
日
本

語
が
生
ま
れ
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
、
ま
だ
ま

だ
日
本
で
は
目
新
し
い
言
葉
で

あ
り
概
念
で
あ
る
か
と
い
え
ま

す
。
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は

コ
ロ
ナ
禍
と
ほ
ぼ
軌
を
同
じ
に

し
て
広
く
深
く
浸
透
し
て
き
た

言
葉
で
あ
り
、
概
念
で
あ
り
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
日
本
で
は
、
は

や
り
言
葉
の
よ
う
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
で

あ
る
と
か
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
あ
る
と

か
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
3
文
字

が
メ
デ
ィ
ア
で
は
も
て
は
や
さ

れ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
多
く
の

日
本
人
の
方
々
に
と
っ
て
は
、

こ
れ
ら
の
3
文
字
は
馴
染
み
の

あ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
組
み

合
わ
せ
だ
と
察
し
ま
す
が
、
逆

に
ほ
と
ん
ど
の
ア
メ
リ
カ
人
に

は
聞
い
た
こ
と
も
な
い
文
字
の

組
み
合
わ
せ
で
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
日
本
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
／
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
ほ
ぼ
対
照
と
な
り
ま
す

の
が
こ
の
Ｄ
Ｅ
Ｉ
だ
と
い
え
な

く
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
日
本
人
の
方
々
に
は

言
わ
ず
も
が
な
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
は
﹁E

nvi-
ronm

ent, Social, G
over-

nance

﹂
の
略
で
、
主
に
企
業

投
資
す
る
際
の
ひ
と
つ
の
新

た
な
投
資
指
標
で
す
。
も
う

ひ
と
つ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
﹁Sus-

tain
able D

ev
elopm

en
t 

G
oals

﹂
の
略
で
、
持
続
可
能

な
開
発
目
標
を
指
し
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
﹁
エ
ス
デ
ィ
ジ

ー
ス
﹂と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

も
と
も
と
国
連
が
15
年
9
月
に

取
り
ま
と
め
た
２
０
３
０
年
ま

で
の
17
項
目
か
ら
な
る
達
成
目

標
設
定
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
企
業
投
資
に
関
係
が
な
い

人
々
や
国
連
活
動
や
そ
の
決
議

に
関
心
を
持
た
な
い
一
般
の
ア

メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
は
ま
ず
記

憶
に
残
る
こ
と
の
な
い
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
の
3
文
字
で
す
。
で

は
一
方
の
Ｄ
Ｅ
Ｉ
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
比
べ
れ
ば
、
多
く
の
ア
メ
リ

カ
人
に
と
っ
て
は
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
り
ま
す

の
で
、
仮
に
そ
の
3
文
字
の
省

略
が
何
で
あ
る
か
を
知
ら
な
く

と

も
、D

iversity, E
quity 

&
 Inclusion

だ
と
い
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
で
は
皆
ピ
ー
ン
と
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

酒

井 

謙

吉
　Pacific 

Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
日
本
経
済

経
営
研
究
所
主
催
の
ウ
ェ

ビ

ナ

ー
﹁Solving Social 

Issues through the Lens 
of Property &

 C
asualty 

Insurance

﹂
が
24
日
︵
木
︶

午
後
７
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。
　

　
講
師
は
東
京
海
上
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
︵
株
︶
の
取
締
役
社

長
、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め

る
小
宮
暁
氏
。
東
京
海
上
は
日

本
初
の
損
害
保
険
会
社
と
し
て

１
８
７
９
年
に
創
業
し
、
日
本

の
近
代
化
に
貢
献
。
１
８
８
０

年
に
は
ロ
ン
ド
ン
・
パ
リ
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
元
受
営
業
を
開

始
。
画
期
的
な
商
品
を
開
発

し
続
け
、
最
近
で
は
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
保
険
金

請
求
手
続
き
の
利
便
性
向
上

の
取
り
組
み
がInsurance 

A
sia N

ew
s

社

主

催

の

﹁In
su

ran
ce A

sia N
ew

s 
A

w
ards for E

xcellence 
2021

﹂

に

て
﹁C
laim

s 
Initiative of the Y

ear

﹂を
、

日
経
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
主
催
の

﹁IT
 Japan A

w
ard 2021

﹂

で
も
﹁
特
別
賞
﹂
を
受
賞
。
日

本
と
世
界
46
の
国
・
地
域
で
広

く
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

保
険
業
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
な
ど

の
話
を
聞
く
。

　
参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
申

し
込
み
。
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
の

言
語
は
英
語
。
希
望
者
は
申

し
込
み
サ
イ
トw

w
w

.gsb.
colum

bia.edu/cjeb/

か
ら
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

日
本
経
済
経
営
研
究
所

東
京
海
上
の

小
宮
Ｃ
Ｅ
Ｏ
講
演

　
日
本
の
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ

﹁
ダ
イ
ソ
ー
﹂
は
こ
の
ほ
ど
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
大
型
商
業
施

設
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
シ
テ
ィ

内
に
新
店
舗
を
今
月
末
に
開
店

す
る
こ
と
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
上
で
発
表
し
た
。 

同
社
は

東
海
岸
第
１
号
店
を
２
０
１
９

年
、
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
・
モ
ー
ル
、
シ
ョ
ッ
プ

ス
・
ア
ッ
ト
・
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー

内
に
オ
ー
プ
ン
し
、
雑
貨
や
コ

ス
メ
な
ど
日
本
の
﹁
カ
ワ
イ

イ
﹂
商
品
が
格
安
で
購
入
で
き

る
と
話
題
と
な
っ
た
。
新
店
舗

は
25
、
26
日
の
午
前
10
時
か
ら

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
1
日
１
０
０
人
限
定
で

30
ド
ル
相
当
の
商
品
が
入
っ
た

福
袋
、
ま
た
１
０
０
ド
ル
以
上

購
入
し
た
最
初
の
１
０
０
人
に

15
イ
ン
チ
大
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

ダ
イ
ソ
ー 

が
新
店
舗 

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
シ
テ
ィ
に

　
ジ
ェ
ト
ロ
・
シ
カ
ゴ
事
務
所

は
25
日
︵
金
︶
午
後
４
時
か

ら
、﹁
企
業
向
け
保
険
﹂
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ
の
第
２
回
目

と
な
る
﹁
福
利
厚
生
関
連
の
保

険
﹂
を
開
催
す
る
。
医
療
保
険

を
中
心
に
福
利
厚
生
プ
ロ
グ

ラ
ム
全
体
に
関
す
る
基
礎
知

識
、
留
意
点
、
昨
今
の
ト
レ

ン
ド
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
解
説
す
る
。
講
師
は

藤
田
満
美
子
さ
ん
︵Senior 

B
enefits D

irector, G
lobal 

Ja
p

a
n

e
s

e
 P

ra
c

tic
e

, 
B

aldw
in R

isk Partners

︶。

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
言
語
は
日
本
語
。

　
参
加
費
無
料
だ
が
要
事

前

登

録
。

定

員

１

０

０

０

人
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ル

C
G

O
@

jetro.g
o.jp

ま

で
。

申

し

込

み
・

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://
reg

ister.g
otow

eb
in

ar.
c

o
m

/re
g

iste
r/4

9
7

4
219612178209804er/49
74219612178209804

ジェトロ・シカゴ

企業向け保険
25日にウェビナー

　
ジ
ェ
ト
ロ
は
こ
の
ほ
ど
、
米

オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ

レ
イ
スR

angeM
e

と
連
携

し
て
、
今
年
4
月
か
ら
順
次
、

２
０
２
３
年
3
月
ま
で
、
通
年

型
の
日
本
企
業
の
出
展
支
援
事

業
を
行
う
。
２
０
１
４
年
に
開

設
さ
れ
たR

angeM
e

は
、
米

に
拠
点
を
置
く
小
売
製
品
に
特

化
し
たB

toB

の
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
イ
ト
で
あ
り
、
ウ
ォ
ル
マ
ー

ト
や
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
な
ど
の
米

大
手
小
売
企
業
も
調
達
ツ
ー

ル
と
し
て
使
用
実
績
が
あ
る
。

R
angeM

e

に
未
出
展
も
し
く

は
無
料
出
展
中
の
日
本
企
業
が

対
象
で
、
特
に
す
で
に
米
国
内

に
商
流
や
米
国
内
の
倉
庫
に
在

庫
が
あ
る
企
業
の
参
加
が
勧
め

ら
れ
て
い
る
。
定
員
は
１
０
０

社
ま
で
。
詳
細
は
募
集
要
項
か

ら
確
認
可
能
。出
展
料
は
中
小
・

中
堅
企
業
は
2
万
円
、
大
企
業

は
6
万
円
。
問
い
合
わ
せ
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.

申し込みは
https://www.jetro.go.jp/events/dnb/5f17bc5cf4da2bae.
html?utm_source=newsletter&utm_
medium=email&utm_campaign=SFC_rm

日本企業の出展支援
ジェトロが通年事業

　
ジ
ェ
ト
ロ
は
2
月
24
日︵
木
︶

午
後
5
時
か
ら
午
後
6
時
︵
米

中
西
部
時
間
︶、
午
後
6
時
か

ら
午
後
7
時
︵
米
東
部
時
間
︶、

在
米
日
系
製
造
業
向
け
の
人
材

開
発
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。
同
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、
オ

ハ
イ
オ
州
中
部
デ
ラ
ウ
ェ
ア
群

の
公
立
職
業
訓
練
校
で
あ
る

Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｃ
を
紹
介
す
る
。
Ｄ

Ａ
Ｃ
Ｃ
の
概
要
や
地
元
企
業

と
の
連
携
状
況
を
説
明
す
る

人
材
開
発
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
24
日

ジ
ェ
ト
ロ
・
シ
カ
ゴ
開
催

と
と
も
に
、
同
校
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
ク
ラ
ス
の
教
員

を
迎
え
て
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
実
演

授
業
に
つ
い
て
具
体
的
に
紹

介
す
る
。
参
加
に
は
事
前
登

録
が
必
要
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.jetro.go.jp/form

5/
pub/cgo/dacc2022

を

参

照
。
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｅ
メ
ー

ルjetorochicago4@
jetro.

go.jp

　
ジ
ェ
ト
ロ
・
シ
カ
ゴ

事
務
局
ま
で
。

jetro.go.jp/form
5/pu

b/
dnb/rm

_inq

　
締
め
切
り
は

日
本
時
間
2
月
25
日
︵
金
︶
午

後
11
時
59
分
。
申
し
込
み
は
上

記
リ
ン
ク
か
ら
。

　
全
日
空
は
14
日
、
3
月
27
日

か
ら
6
月
末
日
ま
で
の
国
際
線

運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
発
表
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ケ
ネ
デ

ィ
空
港
か
ら
羽
田
ま
で
の
運
航

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
毎
日
発
着

と
な
る
週
7
便
体
制
の
ま
ま
維

持
さ
れ
る
も
の
の
、
運
行
時
間

が
こ
れ
ま
で
の
ケ
ネ
デ
ィ
空
港

14
時
10
発
羽
田
18
時
15︵
翌
日
︶

着
か
ら
、
3
月
27
日
か
ら
は
ケ

ネ
デ
ィ
空
港
18
時
15
発
羽
田
21

時
15
︵
翌
日
︶
着
へ
と
変
更
さ

れ
る
。

　
た
だ
し
3
月
26
日
発
着
便
に

関
し
て
は
1
日
だ
け
、
ケ
ネ
デ

ィ
空
港
17
時
55
分
発
羽
田
21
時

10
︵
翌
日
︶
着
の
日
程
で
の
運

航
を
行
う
。

全
日
空
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

Ｎ
Ｙ
線
週
７
便
態
勢
を
維
持

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.gsb
http://www.gsb
mailto:CGO@jetro.go.jp
mailto:CGO@jetro.go.jp
mailto:CGO@jetro.go.jp
mailto:CGO@jetro.go.jp
https://www
https://www
https://www.jetro.go.jp/events/dnb/5f17bc5cf4da2bae.html?utm_source=newsletter&utm_medium=email&utm_campaign=SFC_rm
https://www.jetro.go.jp/form5/pub/cgo/dacc2022
https://register.gotowebinar.com/register/4974219612178209804er/4974219612178209804
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://rblpartners.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://kkobo.com/
https://michaeldunnlaw.com
http://www.rostamilaw.com
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ネ
イ
ル
で

シ
ョ
ー
彩
る

NY ファッションウィーク
大活躍の SKIN DEEP NYC ショーが始まる前、メイクをしているモデルにネイルを装着する名取さん

（右）とチームのメンバーネイリスト（14 日午後 5 時半、写真・三浦良一）

32
人
の
モ
デ
ル
に

30
分
で
ネ
イ
ル
装
着

　
恒
例
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
舞
台

裏
で
活
躍
す
る
日
本
人
女
性
た

ち
が
い
る
。
華
や
か
な
ラ
ン
ウ

エ
ー
を
颯
爽
と
歩
く
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
モ
デ
ル
た
ち
の
指
元
を
彩

る
ネ
イ
ル
。
東
京
で
ネ
イ
ル
ス

ク
ー
ル
２
校
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
直
営
サ
ロ

ン
、
ス
キ
ン
・
デ
ィ
ー
プ
Ｎ
Ｙ

Ｃ
を
経
営
す
る
名
取
由
稀
江
さ

ん
が
、
ネ
イ
リ
ス
ト
た
ち
８
人

と
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
14
日

夜
、
ウ
ォ
ー
ル
街
近
く
の
ビ
ル

内
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た

人
気
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ラ
カ
ン
・

ス
ミ
ス
の
シ
ョ
ー
の
ネ
イ
ル
を

手
が
け
た
。
10
年
以
上
Ｎ
Ｙ
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
参
加

し
て
い
る
名
取
さ
ん
、
今
回
も

５
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら
依
頼

を
受
け
て
引
っ
張
り
だ
こ
だ
。

　
こ
の
日
は
午
後
８
時
の
シ
ョ

ー
開
始
に
合
わ
せ
て
午
後
４
時

に
会
場
入
り
、
本
番
２
時
間
前

に
は
メ
イ
ク
と
ヘ
ア
の
セ
ッ
ト

が
始
ま
る
。
30
分
で
32
人
の
モ

デ
ル
た
ち
に
手
際
良
く
つ
け
爪

を
つ
け
て
い
っ
た
。

PHOTO
NEWS

https://shopnyseikatsu.com/
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 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI

　
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
Ｂ
の
40
億
ド
ル
を
投
じ
た

再
開
発
工
事
が
最
終
段
階
を
迎

え
、
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ー
ク
ル
Ｎ

Ｙ
州
知
事
が
１
月
27
日
の
開
港

式
典
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ

た
。 

　
定
刻
発
着
率
が
低
く
米
国
イ

ン
フ
ラ
の
恥
と
も
悪
評
が
高
か

っ
た
同
空
港
は
、
２
０
１
４
年

当
時
の
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
副

大
統
領
が
﹁
目
隠
し
を
し
た
ら

発
展
途
上
国
の
空
港
だ
と
思
う

だ
ろ
う
﹂
と
発
言
し
た
こ
と
が

話
題
と
な
り
、
そ
の
後
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ
前
同
州
知
事

が
老
朽
化
し
た
同
空
港
の
再
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
先
導
を
引

き
継
ぐ
こ
と
を
発
表
し
た
。
18

年
に
新
コ
ン
コ
ー
ス
が
オ
ー
プ

ン
し
、
19
年
６
月
に
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
航
空
の
運
行
が
開
始
し

た
。
こ
の
ほ
ど
西
側
コ
ン
コ
ー

ス
と
メ
イ
ン
ビ
ル
を
繋
ぐ
歩
道

橋
が
完
成
し
、
空
港
と
し
て
の

事
業
が
完
全
に
再
開
す
る
こ
と

に
至
っ
た
。 

　
同
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
35
の

搭
乗
口
が
あ
り
、
サ
ウ
ス
ウ
エ

ス
ト
航
空
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航

空
、
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
、
ジ
ェ

ッ
ト
ブ
ル
ー
航
空
、
エ
ア
・
カ

ナ
ダ
が
発
着
す
る
。
会
見
を

行
っ
た
ホ
ー
ク
ル
同
州
知
事

は
﹁
バ
イ
デ
ン
大
統
領
を
招
待

し
、
目
隠
し
を
外
し
て
新
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
見
て
も
ら
え
ば
、
大

統
領
の
過
去
の
発
言
は
無
視
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
だ
ろ
う
﹂
と
語
っ
た
。
同
空

港
に
は
い
ま
だ
列
車
が
通
じ
て

い
な
い
。
ク
オ
モ
前
同
州
知
事

は
15
年
に
ウ
ィ
レ
ッ
ツ
・
ポ
イ

ン
ト
駅
と
空
港
を
結
ぶ
エ
ア
・

ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
構
想
を
発
表
し

た
が
、
ホ
ー
ク
ル
同
州
知
事
は

昨
年
10
月
、
地
下
鉄
ま
た
は
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
か
ら
乗

り
継
い
だ
後
に
さ
ら
に
運
賃
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

同
計
画
を
批
判
し
た
。
港
湾
公

社
は
現
在
、
地
下
鉄
Ｎ
線
を
ア

ス
ト
リ
ア
駅
か
ら
延
長
す
る
な

ど
、
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
効
率

化
を
図
る
代
替
案
を
検
討
し
て

い
る
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
Ｂ
が
稼
働 

ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港

楽しい
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Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
︵
日
本
食
品

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
︶
は
23
日
︵
水
︶、﹁
食
事
と

楽
し
め
る
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ド

リ
ン
ク
と
し
て
の
日
本
茶
の
大

き
な
可
能
性
﹂
と
題
す
る
セ
ミ

ナ
ー
と
商
談
会
を
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
る
Ｎ

Ｙ
Ｃ
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
︵
西

43
丁
目
４
番
地
︶で
開
催
す
る
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
日
系
レ
ス
ト
ラ

ン
事
業
者
お
よ
び
関
連
す
る
卸

売
業
者
対
象
で
、
セ
ミ
ナ
ー
で

は
日
本
茶
の
淹
れ
方
、
茶
器
の

選
定
、背
景
に
あ
る
日
本
文
化
、

そ
し
て
飲
食
店
で
の
サ
ー
ブ
方

法
に
つ
い
て
説
明
す
る
。ま
た
、

﹁
日
本
茶
ペ
ア
リ
ン
グ
メ
ニ
ュ

ー
﹂﹁
日
本
茶
有
償
提
供
成
功

事
例
﹂
を
紹
介
。
各
メ
ニ
ュ
ー

ご
と
に
日
本
茶
と
食
事
の
相
性

の
よ
さ
、
メ
ニ
ュ
ー
の
構
成
の

考
え
方
、
さ
ら
に
顧
客
が
日
本

茶
へ
価
値
を
感
じ
る
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
す
る
。

　 

講
師
は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
2

つ
星
を
獲
得
す
る
東
京
西
麻

生
の
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

﹁L
’

E
fferv

escen
ce

﹂

ヘ
ッ
ド
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
活
躍

し
た
松
本
昭
生
氏
と
、
高
品
質

な
日
本
茶
を
全
米
に
届
け
る

﹁K
ettl

﹂
オ
ー
ナ
ー
の
ザ
ッ
ク
・

マ
ン
ガ
ン
氏
。
セ
ミ
ナ
ー
は
午

後
２
時
30
分
か
ら
。︵
午
後
２

時
か
ら
受
付
︶。
商
談
会
は
午

後
４
時
か
ら
。
参
加
無
料
だ
が

事
前
申
し
込
み
が
必
要
。
申
込

締
め
切
り
は
2
月
22
日
︵
火
︶。

食
事
と
楽
し
む
日
本
茶

Ｎ
Ｙ
で
セ
ミ
ナ
ー
と
商
談
会

業
者
対
象
に
23
日
開
催

松本氏マンガン氏

　
米
国
ツ
ア
ー
を
続
け
て
い
る

名
古
屋
出
身
の
日
本
人
女
性
双

音
楽
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｉ
の

Ｎ
Ｙ
公
演
が
15
日
夜
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
の
エ
ル
ス
ウ
エ
ア
・

ラ
イ
ブ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

１
０
０
０
人
近
い
若
者
た
ち
が

集
ま
っ
た
。
﹃
Ｎ
Ｅ
Ｏ -

ニ
ュ

ー
・
エ
キ
サ
イ
ト
・
オ
ン
ナ
バ

ン
ド
﹄と
呼
ば
れ
、海
外
で
は
、’

２
０
１
８
年
に
米
国
、
英
国
の

名
門
イ
ン
デ
ィ
ー
レ
ー
ベ
ル
か

ら
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
、
数
多

く
の
世
界
的
に
話
題
の
バ
ン
ド

の
サ
ポ
ー
ト
ア
ク
ト
と
し
て
抜

擢
さ
れ
る
一
方
、
自
身
も
4
度

の
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
も
成
功
に

収
め
て
い
る
。

　
全
米
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て
い

る
ソ
ニ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
川
井
洸

太
郎
さ
ん
は
﹁
コ
ロ
ナ
に
よ
り

世
界
中
で
ラ
イ
ブ
に
規
制
が
敷

か
れ
る
中
、
日
本
で
は
観
覧
中

の
声
出
し
を
規
制
し
て
い
る
の

で
、
今
回
の
ツ
ア
ー
で
ア
メ
リ

カ
に
来
て
、
2
年
ぶ
り
に
ラ
イ

ブ
で
﹃
歓
声
﹄
を
聞
き
、
震
え

上
が
る
ほ
ど
感
動
し
ま
し
た
。

ラ
イ
ブ
は
﹃
歓
声
﹄
が
あ
る
か

ら
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
活
力
と
な
り
、
観

客
も
１
０
０
％
楽
し
め
る
と
い

う
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

日
本
で
も
一
日
も
早
く﹃
歓
声
﹄

を
聞
け
る
ラ
イ
ブ
が
復
活
す
る

こ
と
を
願
っ
て
ま
す
﹂と
話
す
。

　
　
　
　︵
１
面
に
関
連
記
事
︶

Photo : Charlie Gross

歓声が
嬉しい！
ＣＨＡＩ
ＮＹ公演
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http://ariyoshiny.com
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https://nyseikatsu.com/gallery/
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 BOOKS

自分で見つけた道が一番
アレクサンドラ・スターリン＆渡辺啓子・共著

Inspired Universe Books・刊

■ミトンとふびん（吉本ばなな、新潮社）大切な人の死、
癒えることのない喪失を抱えて、生きていく。凍てつくヘ
ルシンキの街で、歴史の重みをたたえた石畳のローマで、
南国の緑濃く甘い風吹く台北で。今日もこうしてまわりつ
づける地球の上でめぐりゆく出会いと、ちいさな光に照ら
された人生のよろこびにあたたかく包まれる全 6 編の短篇
集。■猫のエルは（町田康、講談社文庫）ともに暮らす猫
とねずみ。冬に備えておいしい油をとっておいたのに、猫
がひとりでなめてしまい、ねずみは怒ります。言い訳を探
す猫は、王子さまが白い馬に乗ってやってくるのを見つ
けて…（「猫とねずみのともぐらし」）。猫を愛する著者に
よる 5 つの短編集。■心の免疫力（加藤諦三、PHP 新書）
新型コロナの影響で「これからうつ症状の人が増えるだろ
う」と述べていた著者。感染者数が世界一多いアメリカで
は事態が長期化するにしたがって、うつ病患者が急増して
いるという。どうすれば心を強く保てるのか。ポイントと
なる「レジリエンス（困難なことに打ち勝つ能力）のある人」
になるための生き方、考え方をまとめた本。■東京五輪の
大罪（本間龍、ちくま新書）1 年延期されたものの再延期
や中止を求める声も高まるなか、2021 年夏に開催された
東京五輪。この祭典を動かしてきた広告会社「電通」によ
る世論誘導やメディア支配も浮き彫りになった。そこで明
らかになった利益優先、政治利用、世論誘導やメディア支配の全貌とは。こ
の問題を長年追ってきた第一人者による東京オリンピック総括。■失われた
美風（藤原正彦、新潮文庫）グローバリズムの進展により小学校で英語を教
えるまでになった。このままではやがて英語の発音が少しばかり良いだけの
無教養で薄っぺらな日本人で溢れることになる。今、必要なのは流暢な英語
より教養。そして正義感や家族愛、つまり「日本人の美徳」である。「週刊新潮」
連載の名物コラムの最終巻。■世界「失敗」製品図鑑（荒木博行、日経 BP）
GAFA の 4 社のほか、任天堂、ソニー、トヨタなどグローバル企業 20 社の

「失敗」事例がなぜ起きたのかをイラストと共に解説し、その理由を分析する。
トップ企業の「失敗」を「成功」に変えるケーススタディ集。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　
出
会
い
と
別
れ
か
ら
垣
間
見
え
る
人
生
を
描
く
。
猫
を
愛
す
る
作
家
の
５
つ
の
短
編
集
。

コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
能
力
と
は
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
総
括
。
い
ま
必
要
な

の
は
﹁
日
本
人
の
美
徳
﹂。
失
敗
を
成
功
に
変
え
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
集
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
渡
辺
啓
子
さ

ん
が
こ
の
ほ
ど
、
米
国
人
作
家

の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
ス
タ

ー
リ
ン
さ
ん
と
の
共
著
の
絵

本
﹃ Y

ou'll A
lw

ays Find 
Y

our W
ay

﹄
を
イ
ン
ス
パ
イ

ア
ー
ド
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
・
ブ
ッ

ク
ス
か
ら
出
版
し
た
。物
語
は
、

主
人
公
が
木
の
下
に
座
り
、
完

全
に
迷
子
に
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
る
自
然
の
中
で
始
ま
る
。
次

に
ど
こ
へ
行
け
ば
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
。
そ
し
て
、
自
分
の

心
の
声
を
聞
く
た
め
に
目
を
閉

じ
、静
か
に
な
る
。
こ
の
と
き
、

主
人
公
は
自
分
の
心
に
導
か
れ

て
、
自
分
自
身
の
旅
に
出
る
。

彼
は
、
自
分
の
心
に
従
う
こ
と

で
、
才
能
を
発
見
し
、
素
晴
ら

し
い
人
生
を
築
き
、
新
し
い
友

人
を
作
り
、
そ
の
過
程
で
人
々

を
鼓
舞
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
気
づ
く
。
児
童
書
な
が
ら

人
生
の
重
た
い
テ
ー
マ
を
ス
ト

レ
ー
ト
に
そ
し
て
優
し
く
、
ま

た
、
カ
ラ
フ
ル
で
躍
動
感
あ
る

絵
と
文
章
で
子
供
た
ち
を
未
来

へ
の
心
の
旅
立
ち
へ
と
誘
う
内

容
に
な
っ
て
い
る
。

　
絵
を
担
当
し
た
渡
辺
さ
ん

は
、
東
京
都
出
身
で
、
多
摩
美

術
大
学
︵
絵
画
科
油
画
専
攻
・

版
画
コ
ー
ス
︶
を
卒
業
後
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活

躍
。
１
９
９
９
年
に
渡
米
し
、

２
０
０
４
年
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ｏ
ｏ 

ギ

ャ
ラ
リ
ー
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
し
て
活
動
後
、
作
家
と

し
て
現
在
に
至
る
。
著
者
の
ス

タ
ー
リ
ン
さ
ん
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
立
大
学
パ
ー
チ
ェ
ス
校

で
心
理
学
を
学
び
、
コ
ー
ネ
ル

大
学
で
植
物
ベ
ー
ス
の
栄
養
学

を
学
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
子
供
達

の
健
康
的
な
食
事
と
行
動
習
慣

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
絵
本
を

４
冊
出
し
て
い
る
。

　
渡
辺
さ
ん
は
﹁
自
分
の
夢
を

持
ち
、
自
分
の
心
に
導
か
れ
た

と
き
、
人
生
が
い
か
に
美
し
い

も
の
に
な
る
か
を
描
い
た
。
子

供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
で
欲

し
い
﹂
と
話
す
。
ス
タ
ー
リ
ン

グ
さ
ん
は﹁
ケ
イ
コ
の
作
品
は
、

鮮
や
か
な
色
彩
、
星
、
そ
し
て

大
き
な
手
で
星
や
夢
に
向
か
っ

て
手
を
伸
ば
す
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
い
っ
ぱ
い
で
、
と
て
も
刺
激

的
﹂
と
話
す
。
自
分
の
道
を
進

む
こ
と
の
楽
し
さ
と
豊
か
さ
が

読
者
に
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
の

は
、
二
人
の
作
家
自
身
が
手
に

し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
も
重

な
る
か
ら
だ
ろ
う
。
　︵
三
浦
︶

https://inspireduniverse.com

スターリンさん 渡辺さん

　
﹃
ア
ン
ネ
の
日
記
﹄
は
誰
で

も
知
っ
て
い
る
書
籍
だ
ろ
う
。

ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
の
10
代
の

少
女
だ
っ
た
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン

ク
に
よ
る
第
２
次
大
戦
中
、
ド

イ
ツ
の
占
領
下
に
あ
っ
た
オ
ラ

ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
ナ

チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
狩
か
ら
逃
れ

る
た
め
に
、
民
家
の
一
部
だ
っ

た
隠
れ
家
に
潜
ん
だ
約
２
年
間

の
生
活
を
綴
っ
た
日
記
だ
。

　
隠
れ
家
に
潜
ん
で
い
た
ア
ン

ネ
達
だ
っ
た
が
１
９
４
４
年
８

月
の
あ
る
日
、
ナ
チ
ス
親
衛
隊

情
報
部
員
ら
が
現
れ
、
フ
ラ
ン

ク
家
族
や
一
緒
に
暮
ら
し
て
い

た
ユ
ダ
ヤ
人
家
族
は
逮
捕
。
そ

の
後
ア
ン
ネ
は
強
制
収
容
所
に

送
ら
れ
、
衰
弱
と
病
気
の
た
め

に
命
を
落
と
し
て
い
る
。

　
本
書
は
、
一
体
誰
が
そ
の
家

に
フ
ラ
ン
ク
家
族
ら
が
潜
ん
で

い
る
こ
と
を
ナ
チ
ス
に
伝
え
た

の
か
を
追
う
内
容
。
著
者
は
カ

ナ
ダ
人
伝
記
作
家
。
オ
ラ
ン
ダ

人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
映
画
制

作
者
が
本
格
的
な
調
査
を
行
う

た
め
に
元
Ｆ
Ｂ
Ｉ
調
査
員
を
雇

い
、
﹁
未
解
決
事
件
解
決
チ
ー

ム
﹂
を
組
織
し
犯
人
に
迫
る
。

　
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
の
作
品
的

な
﹁
犯
人
は
誰
か
﹂
要
素
に
タ

イ
ム
マ
シ
ン
的
な
要
素
も
加
わ

り
、
非
常
に
興
味
深
い
本
だ
っ

た
。（
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
ッ
ク
ジ

ャ
ム
編
集
長
／
秦
隆
司
）

ア
ン
ネ
の
隠
れ
家
を
密
告
し
た
の
は
誰
？

 AMERICAN BOOK JAM
 『The Betrayal of 

Anne Frank』
Written by Rosemary Sullivan

Published by Harper 

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://inspireduniverse.com
https://usa.kinokuniya.com/
tel:2122136069
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 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　
昨
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
会
式
終
盤
に
歌
舞
伎
俳
優
の

市
川
海
老
蔵
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

上
原
ひ
ろ
み
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ

る
斬
新
な
演
出
で
﹁
し
ば
ら
く
、

し
ば
ら
く
﹂
と
大
き
な
掛
け
声

で
登
場
し
、
最
後
に
は
大
見
得

︵
役
者
が
ポ
ー
ズ
を
決
め
て
静

止
し
、
首
を
回
し
た
り
目
玉
を

中
央
に
寄
せ
た
り
す
る
動
作
︶

を
切
る
と
い
う
、
日
本
の
伝
統

文
化
を
世
界
に
発
信
し
た
。

　
﹁
暫
︵
し
ば
ら
く
︶
﹂
と
は
歌

舞
伎
十
八
番
の
１
つ
で
、
悪
人

が
善
人
の
命
を
奪
お
う
と
し
て

い
る
危
機
一
髪
の
と
き
正
義
が

現
れ
﹁
し
ば
ら
く
﹂
と
大
声
を

か
け
超
人
的
な
力
で
荒
れ
て
救

う
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
江
戸
時
代

で
年
に
１
度
開
か
れ
た
﹁
顔
見

世
﹂
と
呼
ば
れ
る
お
め
で
た
い

歌
舞
伎
興
行
に
あ
る
。
上
演
作

品
の
ど
こ
か
に
、
ヒ
ー
ロ
ー

が
﹁
し
ば
ら
く
﹂
と
放
ち
な
が

ら
登
場
し
、
人
々
を
悪
人
の
手

か
ら
救
う
シ
ー
ン
を
必
ず
入
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
明

治
時
代
︵
１
８
９
５
︶
九
代
目

市
川
團
十
郎
が
こ
こ
だ
け
を
独

立
さ
せ
て
上
演
し
、
そ
れ
以

降
﹁
暫
﹂
と
い
う
１
つ
の
作
品

と
し
て
現
在
に
受
け
継
が
れ
る

が
、
ス
ト
ー
リ
ー
よ
り
も
様
式

化
さ
れ
た
演
出
を
楽
し
む
演
目

と
い
わ
れ
る
。
悪
人
役
は
公
家

姿
の
清
原
武
衡
、
正
義
感
あ
ふ

れ
る
主
人
公
は
鎌
倉
権
五
郎

で
、
そ
の
出
立
ち
は
顔
に
怒
り

心
を
あ
ら
わ
す
筋
隈
を
紅
で
描

き
、
頭
は
角
前
髪
つ
き
両
サ
イ

ド
に
５
本
ず
つ
束
ね
ら
れ
た

﹁
５
本
車
鬢
﹂︵
ち
な
み
に
前
髪

が
あ
る
の
は
元
服
を
行
う
前
の

少
年
︶
に
侍
烏
帽
子
。
衣
装

は
、
異
様
に
大
き
な
柿
色
の
武

士
の
礼
服
長
素
襖
に
腰
帯
、
そ

の
背
中
に
は
力
強
さ
を
表
す
太

い
綱
の
よ
う
な
仁
王
た
す
き
を

し
、
袖
は
芯
張
り
を
入
れ
た
巨

大
な
座
布
団
の
よ
う
な
形
で
そ

の
中
心
に
市
川
家
の
三
升
紋
が

入
る
。
巨
人
を
思
わ
せ
る
た
め

に
長
袴
の
中
に
は
高
さ
約
30
セ

ン
チ
の
足
つ
ぎ
を
は
き
腰
に
は

格
別
に
長
い
大
太
刀
を
佩
び
て

い
る
、
ま
さ
に
﹁
歌
舞
伎
﹂
の

語
源
で
あ
る﹁
傾︵
か
ぶ
︶き
者
﹂

︵
常
軌
を
逸
し
た
奇
抜
な
格
好
・

身
な
り
︶
そ
の
も
の
だ
。
荒
ぶ

る
こ
の
演
技
の
役
は
、
勢
い
の

あ
る
強
さ
を
表
現
す
る
た
め
扮

装
は
か
な
り
大
掛
か
り
で
日
頃

の
鍛
錬
な
し
に
は
勤
ま
ら
な
い

と
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
に
歌

舞
伎
役
者
の
中
で
も
特
に
人

気
を
誇
り
、
大
衆
を
魅
了
し

た
者
を
﹁
千
両
役
者
﹂
と
呼

ぶ
が
、
実
際
に
江
戸
中
期
大

阪
に
あ
る
佐
渡
島
座
に
て
二

代
目
市
川
團
十
郎
が
二
千
両

︵
２
億
５
６
０
０
万
円
︶
で
迎

え
ら
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
る
。

　
さ
て
、
千
両
役
者
シ
リ
ー
ズ

の
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
︵
株
︶
ク
ロ

ス
フ
ォ
ー
︵
市
川
九
團
次
氏
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
︶
か
ら
お
目
見

え
し
た
。
そ
の
１
つ
が
商
品
名

︻
枡
︼。
暫
の
着
物
に
描
か
れ
た

三
紋
枡
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も

の
で
、
勢
い
と
パ
ワ
ー
が
感
じ

ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
だ
。

津
延
美
衣
︵
つ
の
べ
み
え
︶
＝

Ｎ
Ｙ
州
立
大

学
Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒

業
。
米
国
宝

石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/

写真 :（株）ク
ロスフォロー

49

山
梨
と
宝
石
﹁
歌
舞
伎
の
演
目
﹃
暫
﹄
﹂

と
ジ
ュ
エ
リ
ー
22

　
そ
の
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
の
朝
を
、
さ
み
し
い
思
い
で

迎
え
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
男

性
が
女
性
に
贈
り
物
を
す
る
。

夫
は
日
本
に
い
る
。
何
も
贈
っ

て
く
る
気
配
は
な
い
。
仕
事
以

外
の
予
定
は
、
何
も
な
い
。 

　
も
ら
え
な
い
な
ら
、
あ
げ
れ

ば
い
い
か
。
喜
ん
で
く
れ
そ
う

な
友
人
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る

う
ち
に
、
ふ
と
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
雑
踏
の
な
か
、
ビ
ル
風
に

吹
き
さ
ら
し
に
さ
れ
、
冷
た
い

路
上
に
ひ
と
り
で 

じ
っ
と
す

わ
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人

た
ち
を
思
っ
た
。 

　
そ
う
だ
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人

た
ち
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
あ
げ

よ
う
。
私
は
突
然
、
思
い
立
ち
、

さ
っ
そ
く
買
い
に
出
か
け
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
並
ん
だ
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
棚
の
な
か
か
ら
、

ひ
と
つ
ず
つ 

包
ま
れ
、
外
側

に
﹁
X
﹂
か
﹁
O
﹂
と
書
か
れ

て
い
る
も
の
を
選
ん
だ
。
英
語

で
﹁
X
﹂
は
キ
ス
、﹁
O
﹂
は

ハ
グ
の
意
味
が
あ
る
。 

　
街
中
の
教
会
や
非
営
利
団
体

で
、
無
料
で
食
べ
物
を
配
給
し

て
い
る
し
、
お
金
や
飲
み
物
を

あ
げ
る
人
は
ほ
か
に
も
い
る
。

で
も
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
し
ば
ら

く
口
に
し
て
い
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
一
瞬
で
温
か
い
気
持
ち

に
な
っ
て
く
れ
た
ら
、
う
れ
し

い
で
は
な
い
か
。 

　
地
下
鉄
に
乗
る
と
早
速
、
ホ

ー
ム
レ
ス
の
人
が
車
両
の
隅
の

シ
ー
ト
を
三
人
分
占
領
し
て
、

寝
そ
べ
っ
て
い
た
。
で
も
、
顔

が
見
え
な
い
し
、
ぐ
っ
す
り
寝

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
周

り
の
人
た
ち
の
視
線
も
気
に
な

っ
て
、
声
を
か
け
る
勇
気
が
な

か
っ
た
。 

　
人
の
集
ま
る
タ
イ
ム
ズ
ス
ク

エ
ア
で
、降
り
る
こ
と
に
し
た
。

観
光
客
で
最
も
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
場
所
か
ら
少
し
離
れ
た
歩
道

脇
の
地
べ
た
に
、
青
年
が
う
な

だ
れ
て
す
わ
っ
て
い
た
。
右
手

は
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
ま
ま

だ
。
人
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
行

き
来
し
て
い
る
が
、
誰
も
足
を

止
め
な
い
。 

　
前
に
友
人
の
ゲ
イ
ル
が
ベ
ー

グ
ル
を
買
っ
た
と
き
に
、
店
の

計
算
違
い
で
安
く
払
っ
た
う
え

に
二
個
も
お
ま
け
に
も
ら
っ
た

の
で
、
珍
し
く
親
切
心
を
起
こ

し
て
、
い
つ
も
見
か
け
る
ホ
ー

ム
レ
ス
の
男
性
に
ベ
ー
グ
ル
を

あ
げ
よ
う
と
し
た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
ベ
ー
グ
ル
? 

な
ん
で
オ
レ
が
ベ
ー
グ
ル
な
ん

か
ほ
し
い
ん
だ
い
? 

オ
レ
は

ベ
ー
グ
ル
な
ん
か
、
ほ
し
か
ね

え
よ
、
と
そ
の
人
に
ど
な
り
つ

け
ら
れ
た
、
と
ゲ
イ
ル
が
憤
慨

し
て
い
た
。 

　
向
こ
う
で
う
ず
く
ま
る
青
年

は
お
と
な
し
そ
う
だ
が
、
ぐ
い

っ
と
顔
を
上
げ
、
突
然
、
怒
り

出
す
か
も
し
れ
な
い
。 

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
? 

な
ん
で

オ
レ
が
チ
ョ
コ
な
ん
か
ほ
し
い

ん
だ
い
? 

オ
レ
は
チ
ョ
コ
な

ん
か
、
ほ
し
か
ね
え
よ
。
チ
ョ

コ
な
ん
か
じ
ゃ
、
生
き
ら
れ
ね

え
ん
だ
よ
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
だ

と
? 

そ
ん
な 
甘
っ
ち
ょ
ろ
い

世
界
は
、
オ
レ
た
ち
に
カ
ン
ケ

ー
ね
ー
ん
だ
よ
。

　
悪
い
ほ
う
に
大
き
く
妄
想
が

ふ
く
ら
む
な
か
、
し
ず
し
ず
と

青
年
に
近
づ
い
て
い
く
。

　H
appy

 V
alen

tin
e’

s 
D

ay.(

幸
せ
な
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
を
︶ 

　
笑
顔
で
声
を
か
け
て
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
い
く
つ
か
そ
っ
と

差
し
出
し
た
。 

　
青
年
は
驚
い
た
顔
で
私
を
見

て
か
ら
、T

hank you. 

と
ほ

ほ
笑
み
、
受
け
取
っ
た
。

　
世
間
話
を
す
る
に
も
、
何
を

話
題
に
し
て
い
い
も
の
か
わ
か

ら
ず
、バ
ー
イ
と
だ
け
言
っ
て
、

そ
の
ま
ま
立
ち
去
っ
た
。 

　
食
べ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

捨
て
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
。
気

に
な
り
、
ふ
り
返
っ
た
。

　
青
年
は
左
手
だ
け
で
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
の
包
み
紙
を
開
け
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
う
ま
く
で
き

ず
、
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
。
右

手
は
使
え
な
い
の
か
。 

　
思
わ
ず
、
彼
の
と
こ
ろ
へ
引

き
返
し
た
。
私
が
開
け
ま
し
ょ

う
か
、
と
声
を
か
け
る
。

　
あ
り
が
と
う
。
け
が
を
し
て

し
ま
っ
て
、
右
手
を
使
え
な
い

ん
で
す
。

　
彼
の
目
の
前
に
あ
る
段
ボ
ー

ル
紙
に
、
自
動
車
事
故
で
負
傷

し
ま
し
た
、と
書
か
れ
て
い
る
。

　
事
故
に
あ
っ
て
、
一
年
く
ら

い
前
か
ら
こ
う
し
て
路
上
で
生

活
し
て
い
る
と
い
う
。

　I’m
 a clean person. 

　
僕
は
き
れ
い
好
き
な
ん
だ
。 

　
だ
か
ら
、
こ
ん
な
生
活
は
耐

え
ら
れ
な
い
。
で
も
、
仕
方
が

な
い
ん
だ
よ
ね
。

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
包
み
を
ほ

ど
く
と
、
彼
が
思
わ
ず
口
を
開

け
た
。 

　
私
も
思
わ
ず
、
は
い
、
あ
ー

ん
し
て
、
と
言
わ
ん
ば
か
り

に
、
自
分
も
口
を
開
け
て
、
彼

の
口
に
入
れ
て
あ
げ
そ
う
に
な

っ
た
。
目
が
合
い
、
ふ
た
り
で

笑
っ
た
。 

　
幼
い
頃
、
母
親
に
こ
う
し
て

食
べ
物
を
口
に
入
れ
て
も
ら
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ガ
ー
ル

フ
レ
ン
ド
か
妻
が
、
愛
情
の
証

に
そ
う
し
て
く
れ
た
思
い
出
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

　
つ
い
先
日
ま
で
仕
事
が
あ
っ

て
、
ご
く
ふ
つ
う
に
生
活
し
て

い
た
人
が
、
人
生
で
ち
ょ
っ
と

つ
ま
ず
け
ば
、
一
転
し
て
路
上

生
活
者
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
不
動
産
は
年
々

上
が
り
、
失
業
す
れ
ば
、
す
ぐ

に
家
賃
が
払
え
な
く
な
る
。 

　
　
　
　
　

　
暖
か
い
春
が
や
っ
て
く
る
か

ら
、今
し
ば
ら
く
の
辛
抱
だ
ね
。 

　
そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
、
彼

の
左
の
手
の
ひ
ら
に
、
包
み
か

ら
出
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
そ

っ
と
の
せ
た
。 

　
甘
い
。
美
味
し
い
な
ぁ
。

　
そ
う
言
っ
て
青
年
は
、
ゆ
っ

く
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
な
め
て

い
る
。 

　
私
も
ゆ
っ
く
り
、
包
み
紙
を

も
う
ひ
と
つ
、
青
年
の
た
め
に

開
け
て
い
る
。 

　
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂

シ
リ
ー
ズ
第
９
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
魔
法
は
終
わ
ら
な
い
﹄

に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://books.bunshun.jp/
list/search-g?q=

岡
田
光
世

キ
ス
と
ハ
グ
の
お
す
そ
分
け エッセイ連載 ㉕

岡田 光世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

tel:9175773969
https://books.bunshun.jp/list/search?authors.qname=%E5%B2%A1%E7%94%B0%E5%85%89%E4%B8%96
http://villagewellusa.com
https://mijikan.blogspot.com/
tel:2014031647
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
は
１
月
31

日
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
・
国
連
国
際
学

校
の
生
徒
、
教
職
員
の
協
力
の

も
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
修
会
を

開
催
し
た
。
Ｉ
Ｂ
︵
国
際
バ
カ

ロ
レ
ア
︶
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

授
業
実
践
に
つ
い
て
学
び
を
深

め
る
一
環
と
し
て
、
国
連
国
際

学
校
の
授
業
を
参
観
し
た
。
Ｉ

Ｂ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

近
年
日
本
国
内
に
お
い
て
も
文

部
科
学
省
の
成
長
戦
略
の
も
と

推
進
さ
れ
て
い
る
。
全
人
的
な

教
育
観
の
も
と
﹁
多
様
な
文
化

の
理
解
と
尊
重
の
精
神
﹂
を
育

み
﹁
よ
り
良
い
、
よ
り
平
和
な

世
界
を
築
く
こ
と
に
貢
献
す
る

人
材
の
育
成
を
目
指
す
﹂
Ｉ
Ｂ

の
精
神
か
ら
は
非
常
に
多
く
の

示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
協
議
会
で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
授
業
形
態
、
目
標
・
評
価

の
設
定
の
違
い
な
ど
の
異
な
る

視
点
の
授
業
に
参
観
者
か
ら
の

質
問
が
続
き
、
関
心
の
高
さ
を

示
し
て
い
た
。
課
題
や
現
状
を

グ
ロ
ー
バ
ル
に
み
る
視
点
を
育

み
、
主
体
性
を
引
き
出
し
、
子

ど
も
と
と
も
に
作
り
出
す
双
方

向
の
授
業
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
。
研
修
後
は
﹁
こ
れ
か
ら
国

際
社
会
を
生
き
抜
く
子
供
達
が

ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
付
け
る

べ
き
か
、
そ
し
て
そ
の
力
を
身

に
付
け
る
た
め
に
ど
ん
な
教
育

が
必
要
な
の
か
。
そ
の
た
め
に

は
﹃a better w

orld

﹄
が
大

切
だ
と
思
っ
た
。
こ
う
い
う
認

識
を
私
達
教
員
が
も
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
た
﹂

﹁
ど
の
よ
う
に
概
念
が
設
定
さ

れ
、
他
教
科
と
絡
む
よ
う
に
配

置
さ
れ
て
い
る
の
か
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
具
体
的
な
姿
が
さ
ら

に
知
り
た
い
﹂
と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
た
。
魅
力
あ
る
教
育

活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
、
今

後
も
相
互
の
交
流
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
を
願
い
、
実
り
の
多

い
研
修
会
を
終
え
た
。

ＮＹ日本人学校

国連国際学校と研修

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
︵
Ｎ
Ｊ
州

イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、

岡
本
徹
学
園
長
︶は
、27
日︵
日
︶

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

﹁
ひ
な
祭
り
の
集
い
﹂
を
開
催

す
る
。
日
頃
、
日
本
語
で
の
保

育
を
体
験
し
て
い
な
い
子
ど
も

達
や
、
海
外
で
も
日
本
の
伝
統

文
化
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
保
護
者
を
対
象
に
、

季
節
の
行
事
を
通
し
て
日
本
文

化
を
楽
し
く
体
験
で
き
る
よ
う

行
っ
て
い
る
。
当
日
は
ひ
な
祭

り
の
由
来
を
学
び
、
ひ
な
人
形

を
作
る
。
学
園
の
７
段
飾
り
の

前
で
ひ
な
祭
り
を
祝
う
。
そ
の

後
、
希
望
者
に
は
感
染
予
防
対

策
を
し
な
が
ら
開
校
し
て
い
る

学
園
内
の
ツ
ア
ー
も
行
う
。
対

象
年
齢
は
2
歳
半
〜
６
歳
。
定

員
は
５
家
族
。

　
参
加
費
は
子
ど
も
ひ
と
り
20

ド
ル
︵
兄
弟
姉
妹
も
参
加
可
能

だ
が
一
緒
に
製
作
を
す
る
場
合

は
、
ひ
と
り
当
た
り
10
ド
ル
追

加
︶
。
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

は
23
日(

水)

ま
で
に
、
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルnichinichi.

asob
o.n

y
ik

u
ei@

g
m

ail.
com

ま
で
。

﹁
日
曜
日
は
、
に
ほ
ん
ご
で
あ
そ
ぼ
う
﹂

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で
ひ
な
祭
り

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

︵
濟
藤
和
彦
校
長
︶
で
は
、
1

月
30
日
、
幼
稚
部
年
中
組
に
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
節
分
豆
ま
き 

が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
当
日
の

工
作
の
時
間
に
鬼
の
お
面
を
作

成
。
教
師
の
﹁
怖
い
顔
の
鬼
か

な
？
﹂﹁
優
し
い
鬼
が
出
来
た

か
な
？
﹂な
ど
の
問
い
か
け
に
、

そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
ふ
れ
る
お
面

を
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
豆

ま
き
開
始
。
園
児
た
ち
は
﹁
鬼

は
外
！
﹂﹁
福
は
内
！
﹂
と
繰

り
返
し
な
が
ら
、
お
面
を
被
っ

た
保
護
者
に
向
か
っ
て
、
小
さ

い
手
で
一
生
懸
命
に
豆
を
ぶ
つ

け
た
。
そ
の
迫
力
に
降
参
し
て

逃
げ
出
す
鬼
を
見
な
が
ら
、
笑

顔
で﹁
鬼
い
な
く
な
っ
た
よ
！
﹂

と
報
告
を
し
て
く
れ
た
。

　
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
﹁
育
英
オ

ン
ラ
イ
ン
国
算
教
室
﹂
は
、

２
０
２
２
年
度︵
４
月
〜
３
月
︶

小
学
部
１
年
〜
４
年
生
児
童
を

募
集
し
て
い
る
。
文
部
科
学
省

検
定
済
教
科
書
を
使
用
し
、
日

本
語
の
文
章
を
正
し
く
深
く
読

む
力
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
算

数
の
学
習
で
も
、
計
算
力
だ
け

で
な
く
、
考
え
る
力
を
身
に
つ

け
る
双
方
向
授
業
を
行
う
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
も
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
双
方
向
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
れ
、
先
生
が
子
ど
も

達
一
人
一
人
の
個
性
を
大
切
に

し
な
が
ら
授
業
を
進
め
て
い

る
。
編
入
は
い
つ
か
ら
で
も
可

能
。
対
象
は
小
学
部
１
年
〜
４

年
生
︵
２
０
１
２
年
４
月
２
日

〜
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
︶。

時
間
は
毎
週
日
曜
午
前
９
時
30

分
か
ら
正
午
ま
で
、
教
科
は
国

語
２
時
間
、
算
数
１
時
間
。
定

員
は
各
学
年
10
人
程
度
。

　
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

on
lin

ekoku
san

@
g

m
ail.

com

︵

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

育

英
学
園
育
英
オ
ン
ラ
イ
ン

国

算

教

室

︶

ま

で
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トw
w

w
.

JapaneseSchool.org

を

参

照
す
る
。

オンライン

国数教室

編入生を募集

プリンストン日本語学校

オンラインで節分豆まき

http://www.JapaneseSchool.org
http://www.JapaneseSchool.org
http://www.JapaneseSchool.org
https://www.englishlanguagesuccess.org/
http://www.masako-inkyo.com/
https://www.joes.or.jp/
https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
tel:2014616502
https://www.bookendtutoring.com/
http://www.kodomony.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
の
１
年
生

は
７
日
、
こ
ど
も
の
く
に
幼
稚

園
の
園
児
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交

流
を
深
め
た
。
昨
年
は
招
待
さ

れ
る
立
場
だ
っ
た
１
年
生
が
今

年
は
園
児
に
学
校
の
こ
と
を
教

え
る
立
場
と
な
り
、
﹁
学
校
は

楽
し
い
と
こ
ろ
だ
と
教
え
て
あ

げ
た
い
﹂﹁
い
ろ
い
ろ
な
お
勉

強
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
﹂

と
の
願
い
を
も
っ
て
準
備
や
練

習
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
交
流
会
で
は
﹁
学
校
の
き
ま

り
や
ル
ー
ル
﹂﹁
勉
強
に
つ
い

て
﹂﹁
Ｇ
Ｊ
Ｓ
の
好
き
な
と
こ

ろ
﹂
の
３
つ
の
項
目
に
沿
っ
て

作
成
し
た
問
題
を
出
題
し
た
。

園
児
は
◯
×
ク
イ
ズ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
同
校
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
で
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
交
流

後
は
﹁
幼
稚
園
の
子
が
ク
イ
ズ

を
喜
ん
で
く
れ
て
嬉
し
か
っ

た
﹂﹁
１
年
生
に
な
る
の
が
楽

し
み
だ
な
ぁ
と
思
っ
て
く
れ
た

ら
嬉
し
い
﹂
と
感
想
を
綴
っ
て

い
た
。
今
回
も
昨
年
度
に
引
き

続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
だ

っ
た
が
、
参
加
児
童
・
園
児
は

互
い
に
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
日
本
語
補

習
校 A

lto

︵
中
村
健
人
校
長
︶

で
、
保
護
者
向
け
の
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
た
。︵
一

財
︶
生
涯
学
習
開
発
財
団
認
定

コ
ー
チ
資
格
を
持
つ
中
村
校
長

に
よ
る
、
子
ど
も
の
教
育
に
役

立
つ
情
報
を
提
供
す
る
セ
ミ
ナ

ー
。
２
回
目
の
実
施
と
な
っ
た

今
回
は
、
コ
ー
チ
ン
グ
を
子
育

て
に
応
用
す
る
﹁
子
ど
も
の
可

能
性
を
伸
ば
す
接
し
方
﹂
に
つ

い
て
講
演
し
た
。﹁
可
能
性
﹂

と
い
う
ま
だ
見
え
て
い
な
い
も

の
を
見
つ
け
、
そ
れ
が
伸
び
る

よ
う
支
援
す
る
き
っ
か
け
と
し

て
、
コ
ー
チ
ン
グ
の
手
法
が
提

案
さ
れ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
後
半

は
、
事
前
に
受
け
付
け
た
参
加

者
か
ら
の
質
問
に
回
答
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
﹁
自
分
の
接
し

方
を
振
り
返
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
﹂﹁
今
ま
で
気
づ
か
な
か

っ
た
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
て
、目
か
ら
ウ
ロ
コ
だ
っ
た
﹂

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
来

月
に
は
第
３
回
の
開
催
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。

みんなのこと
「まってるよ」
NY 日本人学校の１年生

こどものくに幼稚園と交流

保
護
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

Alto がオンラインで開催

●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

N
Y
土
筆
教
室
小
１

滝
見　

理
紗

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校
小
４

　

嵯
峨　

音
楓

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
一
般

ウ
エ
ッ
チ
ェ
ン　

真
須
美　

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
高
３

河
野　

葵

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
５西

尾　

彩

N
Y
小
山
書
道
教
室
中
１森

島　

凛

mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://starchildny.com
https://www.kokinshodo.com/
http://www.betteratmath.com
http://www.seido.com
http://ymcatfv.org/


2022 年（令和 4 年）2 月19 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［教　育］　　(14  )

コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
新環境での不安と第二言語発達について（３）

　
前
回
は
新
た
な
文
化
環
境

で
の
不
安
を
軽
減
さ
せ
る
術

と
し
て
、
グ
デ
ィ
カ
ン
ス
ト

︵
２
０
０
５
︶
の
二
つ
の
段
階
：

﹁
１
。
新
文
化
へ
の
論
理
的
な

理
解
と
認
識
度
を
高
め
る
﹂

﹁
２
。
こ
れ
ら
の
知
識
を
基
に

自
分
も
実
行
を
始
め
る
。
﹂
に

つ
い
て
お
話
し
し
、
ま
た
実
際

に
こ
れ
ら
を
実
行
し
た
台
湾
出

身
の
女
子
学
生
の
ケ
ー
ス
を
例

に
取
り
ま
し
た
。
多
く
の
ア
ジ

ア
人
学
生
が
米
大
学
と
い
う
新

環
境
に
入
っ
た
後
も
、
長
い
間

第
一
段
階
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

前
の
レ
ベ
ル
で
止
ま
っ
て
い
る

と
見
ら
れ
る
中
、
こ
の
台
湾
の

生
徒
は
第
一
段
階
を
超
え
て
第

二
段
階
に
達
し
て
い
る
行
動
、

す
な
わ
ち
ク
ラ
ス
で
発
言
権
を

得
る
た
め
に
は
、
米
国
人
学
生

ら
の
よ
う
に
挙
手
な
し
で
直
接

話
し
出
す
と
い
う
方
法
を
取
り

入
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
米
国
人
と

全
く
同
じ
考
え
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
け

入
れ
る
べ
き
こ
と
は
何
か
、
ま

た
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は

何
か
を
区
別
し
て
実
行
し
て
い

た
わ
け
で
す
。
例
え
ば
、
彼
女

は
﹁
誰
か
と
発
言
の
出
だ
し
が

重
な
っ
た
場
合
、
そ
の
時
は
相

手
に
譲
る
。
相
手
を
黙
ら
せ
て

ま
で
発
言
権
を
取
る
の
は
ル
ー

ル
違
反
だ
と
思
う
。
﹂
と
答
え

て
い
ま
す
。
米
国
人
学
生
は
こ

の
よ
う
な
場
合
、
譲
り
合
う
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
を

押
し
切
る
学
生
も
多
い
で
す
。

こ
の
点
で
、
彼
女
は
現
地
文
化

で
は
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
実
行
す
る

が
、
自
分
が
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
部
分
は
実
行
し
な
い
、
と
自

身
を
貫
く
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま

せ
ん
。
要
す
る
に
、
現
地
文
化

を
﹁
自
分
に
適
し
た
形
で
選
択

的
に
﹂
取
り
入
れ
る
努
力
を
し

て
い
る
わ
け
で
す
。
ま
た
こ
れ

を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、

彼
女
の
根
本
と
な
る
考
え
方

も
、
こ
れ
ら
の
選
択
的
要
素
を

土
台
に
再
構
築
さ
れ
て
い
る
と

も
言
え
ま
す
。

　
こ
こ
に
グ
デ
ィ
カ
ン
ス
ト
の

い
か
ら
生
ま
れ
る
問
題
に
直

面
す
る
に
あ
た
り
、﹁
シ
ン
グ

ル
ル
ー
プ
学
習
﹂、﹁
ダ
ブ
ル

ル
ー
プ
学
習
﹂、
そ
し
て
﹁
ト

リ
プ
ル
ル
ー
プ
学
習
﹂
と
い

う
学
習
モ
デ
ル
が
あ
る
こ
と

を
ア
ー
ジ
リ
ス
と
シ
ョ
ー
ン

︵
１
９
７
４
、２
０
０
２
︶
と
い

う
研
究
者
ら
が
理
論
づ
け
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
と
、﹁
シ
ン
グ
ル
ル
ー

プ
学
習
﹂
と
は
、
根
本
的
に
自

分
自
身
が
現
在
持
っ
て
い
る
認

識
や
見
方
、考
え
方
を
変
え
ず
、

そ
の
延
長
線
上
で
問
題
の
原
因

や
解
決
策
を
探
究
す
る
も
の
で

す
。
そ
こ
か
ら
進
ん
で
﹁
ダ
ブ

ル
ル
ー
プ
学
習
﹂
と
は
、
問
題

意
識
へ
の
土
台
と
な
る
考
え
方

や
前
提
を
変
化
さ
せ
て
、
新
た

な
観
点
や
認
識
で
解
決
策
を
模

索
し
、
実
行
す
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
﹁
ト
リ
プ
ル
ル
ー
プ
学

習
﹂
で
は
、
本
人
の
根
底
に
あ

る
価
値
観
自
体
が
再
構
成
さ
れ

て
、
そ
れ
に
基
づ
く
考
え
方
や

も
の
の
見
方
が
新
た
な
も
の
に

変
わ
る
と
い
う
、
最
も
本
質
的

で
深
い
学
習
レ
ベ
ル
と
な
り
ま

す
。

　
こ
れ
を
新
環
境
で
の
文
化
適

応
に
お
い
て
考
え
て
み
る
と
、

例
え
ば
、
何
年
外
国
に
住
ん
で

い
て
も
﹁
シ
ン
グ
ル
ル
ー
プ
学

習
﹂
で
止
ま
る
人
も
い
れ
ば
、

﹁
ト
リ
プ
ル
ル
ー
プ
学
習
﹂
ま

で
進
む
人
も
い
ま
す
。
先
述
の

台
湾
女
子
学
生
を
例
に
取
る

と
、﹁
セ
カ
ン
ド
ル
ー
プ
﹂
か

ら
﹁
ト
リ
プ
ル
ル
ー
プ
﹂
に
ほ

と
ん
ど
移
行
し
た
段
階
と
言
っ

て
良
い
で
し
ょ
う
。こ
の
た
め
、

彼
女
の
ク
ラ
ス
内
で
の
発
言
や

振
る
舞
い
は
、
無
理
に
行
動
し

て
い
る
と
い
う
よ
り
、
自
然
で

新
た
な
価
値
観
を
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
に
さ
え
見
え
ま
し
た
。

︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

言
う
感
情
的
な
フ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
ス
ト
レ
ス
、
不
安
な

ど
を
取
り
除
く
要
素
、
す
な
わ

ち
上
手
に
不
安
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
術
が
存
在
し
て
い
る
と

言
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
ど
の
国

に
行
っ
た
と
し
て
も
、
現
地
ネ

イ
テ
ィ
ブ
ら
の
文
化
や
行
動
を

正
確
に
把
握
し
て
予
測
し
、
そ

の
根
底
に
あ
る
も
の
に
理
解
を

示
し
て
行
動
に
移
す
努
力
を
す

れ
ば
、
自
然
と
そ
の
文
化
へ
の

適
応
能
力
も
生
ま
れ
、
そ
の
結

果
、
自
分
の
価
値
観
な
ど
も
再

編
成
さ
れ
て
く
る
、
そ
し
て
不

安
も
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
ま
た
こ
の
文
化
適
応
現
象
を

違
っ
た
レ
ン
ズ
で
も
検
証
し
て

み
ま
す
。
心
理
学
的
組
織
学

習
で
の
分
野
に
お
い
て
、
異

な
っ
た
環
境
で
新
た
な
こ
と

を
学
び
、
ま
た
価
値
観
の
違
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私
の
母
は
日
本
人
で
、
父
は

ア
メ
リ
カ
人
だ
。
私
は
、
日
本

の
国
籍
と
ア
メ
リ
カ
の
国
籍

の
両
方
を
有
し
て
、
ア
メ
リ
カ

で
は
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
。
多

国
籍
の
人
々
が
存
在
す
る
ア

メ
リ
カ
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、

私
は
ア
メ
リ
カ
人
か
、
日
本
人

か
、
そ
の
間
の
何
か
、
自
分
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
は

っ
き
り
し
な
く
な
る
感
覚
が

あ
る
。

　
母
は
私
が
幼
い
頃
か
ら
日

本
語
や
日
本
の
文
化
を
教
え

る
努
力
を
し
、
父
は
そ
れ
を
快

く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。
私

の
家
は
、
通
常
の
ア
メ
リ
カ
の

家
庭
よ
り
も
日
本
の
家
庭
だ

と
感
じ
る
。
例
え
ば
、
家
に
入

る
時
は
靴
を
脱
ぐ
。
和
食
が
食

卓
に
出
る
事
が
多
く
、
食
事
の

前
後
に
﹁
い
た
だ
き
ま
す
﹂
と

﹁
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
﹂
を

必
ず
言
う
。
幼
い
時
は
、
セ
サ

ミ
ス
ト
リ
ー
ト
や
ス
ポ
ン
ジ

ボ
ブ
の
代
わ
り
に
、
N
H
K
や

ド
ラ
え
も
ん
な
ど
日
本
の
番

組
を
好
ん
で
見
て
育
っ
た
。
日

本
的
な
家
庭
で
育
っ
た
事
を

幸
運
に
感
じ
、
日
本
人
と
し
て

誇
ら
し
く
思
う
時
が
多
く
あ

る
。
例
え
ば
、
お
寿
司
や
お

味
噌
汁
な
ど
好
き
な
和
食
を

食
べ
な
が
ら
、﹁
や
っ
ぱ
り
日

本
人
で
良
か
っ
た
ね
ー
。﹂
な

ど
と
母
と
言
い
合
う
時
。
数
学

の
試
験
で
、
頭
に
覚
え
込
ん
だ

掛
け
算
九
九
を
利
用
出
来
る

時
。
ア
メ
リ
カ
の
ひ
ど
い
顧
客

サ
ー
ビ
ス
に
﹁
日
本
な
ら
有
り

得
な
い
よ
ね
！
﹂
と
ア
メ
リ

カ
人
に
つ
い
て
文
句
を
言
う

時
。
な
ど
挙
げ
た
ら
き
り
が
な

い
。
自
分
が
ア
メ
リ
カ
の
文
化

や
人
々
か
ら
少
し
離
れ
て
い

る
と
感
じ
る
事
さ
え
た
ま
に

あ
る
。
私
は
ニ
歳
の
時
か
ら

ほ
ぼ
毎
週
土
曜
日
に
補
習
校

に
通
っ
て
い
る
。
週
末
に
ア

メ
リ
カ
の
友
達
と
遊
び
に
行

っ
た
り
、
祖
父
母
や
親
戚
と
も

っ
と
一
緒
に
過
ご
し
た
り
、
家

族
と
色
々
な
所
へ
外
出
す
る

機
会
を
失
っ
て
い
る
事
は
間

違
い
な
い
。
勿
論
、
補
習
校
に

通
っ
て
い
る
お
陰
で
、
単
に
日

本
の
国
籍
を
持
っ
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
言
葉
や
文
化
を

理
解
し
て
い
る
今
の
自
分
を

得
た
。
し
か
し
、
私
は
日
本
の

社
会
や
人
々
に
溶
け
込
ん
で

い
け
る
日
本
人
で
あ
る
か
と

言
え
ば
そ
れ
は
違
う
。
勉
強
も

長
く
し
て
い
る
が
、
週
に
一
回

の
授
業
で
、
覚
え
る
事
は
限
ら

れ
、
学
ん
だ
事
を
常
に
適
用
し

た
り
す
る
の
は
正
直
難
し
い
。

語
彙
力
や
表
現
力
が
足
り
な

い
の
で
、
そ
の
日
本
語
が
流
暢

だ
と
言
え
る
の
か
、
そ
れ
が
本

当
の
日
本
人
に
当
て
は
ま
る

の
か
と
疑
問
に
思
う
。
こ
ん
な

時
は
、
や
は
り
自
分
は
ア
メ
リ

カ
人
な
の
だ
と
何
と
な
く
思

っ
て
し
ま
う
。
自
分
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
他

か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
る
出
来

事
も
あ
っ
た
。
私
は
毎
夏
日
本

の
学
校
で
体
験
入
学
を
し
て

い
る
。
忘
れ
も
し
な
い
中
学
ニ

年
生
の
夏
、
学
校
に
登
校
し
た

一
日
目
の
事
だ
。
職
員
室
で
先

生
方
に
挨
拶
す
る
時
、
ア
メ
リ

カ
か
ら
来
日
し
た
﹁
ア
メ
リ
カ

人
﹂
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
教

室
で
は
、
好
奇
心
旺
盛
な
生
徒

達
が
次
々
と
質
問
し
た
り
コ

メ
ン
ト
し
た
り
し
て
き
た
。﹁
日

本
語
話
せ
る
の
？
﹂、﹁
ど
う
や

っ
て
日
本
語
を
知
っ
て
い
る

の
？
﹂、﹁
日
本
語
上
手
だ
ね
。﹂。

中
に
は
、﹁
ア
メ
リ
カ
人
は

本
当
に
U
F
O
で
飛
び
回
る

の
？
﹂
な
ん
て
ま
る
で
異
星
人

で
あ
る
か
の
様
な
変
な
質
問

を
し
て
く
る
生
徒
も
い
た
。
生

徒
達
に
と
っ
て
、
私
は
外
国
人

で
あ
っ
た
。

　
日
本
の
国
籍
法
第
十
四
条

第
一
項
に
よ
る
と
、
重
国
籍
者

は
二
十
二
歳
に
な
る
と
い
ず

れ
か
の
国
籍
を
選
択
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
そ
う
だ
。
私
は

ア
メ
リ
カ
で
働
く
予
定
な
の

で
、
ど
う
し
て
も
選
択
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ

た
ら
、
日
本
の
国
籍
を
放
棄
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
日

を
考
え
る
だ
け
で
胸
が
重
く

な
る
。 

日
本
の
教
育
や
文
化

や
伝
統
は
、
私
の
性
格
、
道
徳
、

思
考
な
ど
、
様
々
な
影
響
を
与

え
た
。
そ
の
私
の
側
面
が
、﹁
人

種
の
る
つ
ぼ
﹂
ま
た
は
﹁
サ
ラ

ダ
ボ
ウ
ル
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る

ア
メ
リ
カ
、
即
ち
、
様
々
な
文

化
や
習
慣
を
持
つ
人
々
が
混

ざ
り
合
い
な
が
ら
、
個
性
や
違

い
を
尊
重
し
合
い
共
生
し
て

い
く
社
会
の
一
部
だ
と
感
じ

る
。
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
は
ま
だ
良
く
わ
か
ら
な

い
が
、
現
在
の
状
況
に
は
満
足

し
て
い
る
。
将
来
更
に
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
み
、
日
本
の
国
籍

を
放
棄
さ
せ
ら
れ
る
必
要
が

な
い
事
を
今
は
願
う
し
か
出

来
な
い
。
　

　
　
　
　
　
　︵
米
国
生
ま
れ
︶

　
私
は
、
夏
休
み
に
グ
ラ
ン
ド

サ
ー
ク
ル
を
旅
行
し
ま
し
た
。

そ
の
旅
で
と
て
も
す
て
き
な
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
を
訪

れ
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
私

た
ち
が
ぜ
っ
け
い
を
見
て
、﹁
す

ご
い
け
し
き
だ
ね
。﹂
と
言
い

合
っ
て
い
る
と
、
突
然
あ
る
家

族
に
話
し
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
家
族
は
ア
メ
リ
カ
人
の
家

族
で
、
白
人
の
お
父
さ
ん
、
黒

人
の
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
七
才
、

五
才
、
二
才
の
三
人
の
女
の
子

の
五
人
家
族
で
し
た
。

　﹁
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
す

か
？
﹂
と
英
語
で
話
し
か
け
ら

れ
、
お
父
さ
ん
が
、﹁
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
か
ら
来
ま
し
た
。

で
も
、
元
々
は
日
本
に
住
ん
で

い
て
、
仕
事
で
二
年
前
に
ア
メ

リ
カ
に
来
た
ん
で
す
。﹂
と
言

い
ま
し
た
。

　
す
る
と
、﹁
実
は
私
た
ち
も

仕
事
で
二
年
前
ま
で
日
本
に
住

ん
で
い
た
ん
で
す
。
日
本
は
す

ご
く
住
み
や
す
く
て
、
周
り
の

人
も
や
さ
し
い
し
、
食
べ
物
は

美
味
し
い
し
、
本
当
に
日
本
が

大
好
き
で
す
。﹂
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、

私
は
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。

　
日
本
の
テ
レ
ビ
番
組
や
、
よ

う
ち
園
で
覚
え
た
歌
を
今
で
も

歌
っ
て
い
る
と
い
い
、
日
本
語

で
﹁
と
ん
と
ん
、
と
ん
と
ん
、

ひ
げ
じ
い
さ
ん
﹂
を
一
緒
に
歌

い
ま
し
た
。
そ
の
家
族
は
、
今

は
仕
事
の
都
合
で
ボ
リ
ビ
ア
に

住
ん
で
い
る
そ
う
で
、
今
回
は

ア
リ
ゾ
ナ
出
身
の
お
父
さ
ん
の

実
家
に
里
帰
り
の
た
め
、
ア
メ

リ
カ
に
来
て
お
り
、
つ
い
で
に

近
く
に
あ
る
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ

オ
ン
に
観
光
に
来
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
ぐ
う
然
が
重
な

っ
て
、
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン

で
出
会
い
、
交
流
で
き
た
こ
と

に
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日

本
に
対
し
て
と
て
も
良
い
印
し

ょ
う
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
す
ご
く
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
出
会
い
を
通
し
て
、

日
本
を
良
い
国
に
し
て
、
た
く

さ
ん
の
人
に
好
き
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
は
、
日
本
の
良
い
と

こ
ろ
を
し
ょ
う
か
い
し
、
日
本

に
観
光
す
る
こ
と
を
す
す
め
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
日
本
を
も

っ
と
す
て
き
な
国
に
し
て
い
け

る
よ
う
、
自
分
に
何
が
で
き
る

か
を
考
え
、
行
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
今
、

私
の
ま
わ
り
に
い
る
ア
メ
リ
カ

の
人
々
に
、
日
本
人
に
良
い
印

し
ょ
う
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
行
動
に
気
を
つ
け
て
い

き
た
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
現

地
校
で
友
だ
ち
が
持
つ
私
の
印

し
ょ
う
が
、
イ
コ
ー
ル
日
本
人

の
印
し
ょ
う
に
な
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。

　
い
つ
か
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
私
は
日
本
へ
帰
る
予
定

で
す
。
日
本
に
帰
っ
た
後
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
来
た
人
が
い
た

ら
、
私
も
そ
の
家
族
が
話
し
か

け
て
く
れ
た
よ
う
に
、
積
極
的

に
話
し
か
け
て
、
交
流
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
　
　
　︵
滞
米
２
年
３
か
月
︶

 ﹁
私
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
﹂

　
　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ン
ト
ン　

み
あ

　
現
地
校
の
高
校
に
入
学
し
て

初
め
て
の
学
期
末
の
テ
ス
ト

は
、
中
学
校
と
は
違
っ
て
ど
れ

く
ら
い
難
し
い
テ
ス
ト
な
の
か

把
握
し
て
い
な
か
っ
た
為
、
緊

張
し
、
早
く
冬
休
み
に
入
る
こ

と
し
か
頭
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
今
年
の
冬
休
み
は
、
一
泊
で

ア
ト
ラ
ン
タ
へ
お
正
月
の
買
い

出
し
に
出
か
け
た
程
度
で
、
大

き
な
旅
行
の
計
画
も
な
く
、
家

で
久
し
ぶ
り
に
家
族
と
一
緒
に

穏
や
か
な
日
々
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
高
校
へ
入
学
し
て
か
ら
の
私

の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
び

っ
し
り
で
、
期
末
テ
ス
ト
の

勉
強
や
宿
題
等
で
時
間
を
と
ら

れ
、
週
末
で
さ
え
テ
レ
ビ
を
見

る
暇
も
無
く
忙
し
く
し
て
い
ま

し
た
。
冬
休
み
に
な
っ
て
よ
う

や
く
、
家
族
と
一
緒
に
ト
ラ
ン

プ
を
し
た
り
、
好
き
な
絵
を
描

く
こ
と
も
で
き
た
り
と
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
日
常
が
あ
り
ま
し

た
。

　
家
族
と
過
ご
す
時
間
も
で
き

た
の
で
、
学
校
の
疲
れ
も
取
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
休
み

明
け
は
ま
た
早
起
き
が
辛
い
で

す
が
、
テ
ス
ト
尽
く
し
の
現
地

校
に
向
け
て
、
頑
張
ら
な
い
と

な
ぁ
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
　
　
　︵
滞
米
２
年
４
か
月
︶

　
　
　
□
　
　
□
　
　
□

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください

（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長 2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明
記、写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 : ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

 ﹁
旅
先
で
の
出
会
い
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原　

真
希

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 「すきなたべもの」
　　　　　　　　　　　シンシナティ日本語補習校小１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しばさき　はると　

　
ぼ
く
が
す
き
な
た
べ
も
の

は
、
か
ら
あ
げ
で
す
。
こ
ろ
も

が
パ
リ
パ
リ
し
て
い
て
、
に
く

が
プ
リ
プ
リ
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
と
っ
て
も
大
す
き
で
す
。
マ

マ
が
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
く
れ

る
の
で
、
ぼ
く
と
パ
パ
は
、
い

つ
も
一
ぱ
い
た
べ
ま
す
。

　
　
　
　︵
滞
米
３
年
３
か
月
︶　

 「2021 年の冬休み」
　　　　　中部テネシー日本語補習校中３

　　　　　　　　　　　　　鎌谷　真衣　

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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https://sundai-osn.jp


2022 年（令和 4 年）2 月19 日（土） 週刊NY生活 SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［LIVING in USA］　　(16­­)

LIVING in USA
米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察するNYライフスタイル

住
ま
い
の
選
択
を
す
る
際
、
庭
付
き
の
「
戸
建
」
か
、
コ
ン
ド

ミ
ニ
ア
ム
や
コ
ー
プ
の
様
な
ビ
ル
型
の
「
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」
の

ほ
か
に
、戸
建
と
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
中
間
の
「
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
」

「
タ
ウ
ン
ホ
ー
ム
」に
す
る
と
い
う
選
択
も
あ
る
。タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
、

タ
ウ
ン
ホ
ー
ム
の
典
型
的
な
建
築
ス
タ
イ
ル
は
、
外
観
が
外
か
ら

入
れ
る
個
別
の
玄
関
ド
ア
が
個
々
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
あ
り
、
隣
同
士

の
壁
を
共
有
し
て
い
る
2
階
、3
階
建
て
の
連
棟
式
集
合
住
宅
だ
。

所
有
の
形
態
は
、
建
物
と
建
物
の
立
っ
て
い
る
土
地
、
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
等
も
所
有
す
る
権
利
が
あ
る
タ
イ
プ
と
、
建
物
だ
け
を
所
有

し
て
、
土
地
は
所
有
し
な
い
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
タ
イ
プ
の
二
通
り

が
あ
る
。

写
真
は
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ウ
ェ
ス
ト
ベ
リ
ー
駅
に
近
い
、

２
ベ
ッ
ド
、
２
バ
ス
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
タ
イ
プ
。
Ｈ
Ｏ
Ａ
と
い

う
管
理
組
合
が
あ
る
た
め
建
物
の
外
側
、
周
囲
の
庭
、
除
雪
な
ど

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
家
主
の
管
理
費
に
含
ま
れ
る
。

１
階
部
分
は
車
２
台
分
の
車
庫
、
２
階
、
３
階
が
住
居
空
間

で
、
最
上
階
に
ロ
フ
ト
が
付
い
た
ト
ラ
イ
プ
レ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て

い
る
。
外
観
は
狭
く
見
え
る
が
、
奥
行
き
、
階
の
数
で
室
内
ス
ペ

ー
ス
は
、
広
め
の
１
５
４
８
平
方
フ
ィ
ー
ト
。
二
階
部
分
は
９
フ

ィ
ー
ト
の
天
井
、
オ
ー
プ
ン
フ
ロ
ア
ー
プ
ラ
ン
で
シ
ェ
フ
キ
ッ
チ

ン
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
リ
ビ
ン
グ
、
バ
ル
コ
ニ
ー
も
あ
り
、
一
部
屋

で
快
適
な
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
３
階
部
分
は
ロ
フ
ト
ま
で

の
吹
き
抜
け
の
高
い
天
井
の
た
め
、
明
る
く
解
放
感
が
あ
る
２
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
。
ス
カ
イ
ラ
イ
ト
が
あ
る
明
る
い
ロ
フ
ト
は
居
心
地

の
良
い
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
、
趣
味
の
部
屋
、
ゲ
ス
ト
用
と
し
て
も

利
用
で
き
る
。

場
所
は
ウ
ェ
ス
ト
ベ
リ
ー
駅
ま
で
２
ブ
ロ
ッ
ク
、
高
速
ま
で
５

分
。
車
で
10
〜
15
分
以
内
の
場
所
に
は
コ
ス
ト
コ
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
、

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
、
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
、
ト
レ
ー
ダ
ー
ジ
ョ
ー
ズ
、
ホ

ー
ム
デ
ポ
、
ト
ー
タ
ル
ワ
イ
ン
、
Ｌ
Ａ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
ア
イ
ゼ

ン
ハ
ワ
ー
パ
ー
ク
、
Ｎ
Ｙ
州
２
番
の
メ
ガ
モ
ー
ル
、
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
ナ
ッ

ソ
ー
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
の
経
済
の
心
臓
部
と
言
わ
れ
て
い
る
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
ー
に
隣
接
し
た
エ
リ
ア
の
ウ
ェ
ス
ト
ベ
リ
ー
、
ミ
ネ
オ

ラ
、
カ
ー
ル
プ
レ
イ
ス
は
近
年
ホ
テ
ル
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
建

設
が
進
み
、
幾
つ
も
の
モ
ー
ル
が
あ
り
交
通
至
便
で
、
生
活
に
便

利
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
売
却
価
格
は
56
万
ド
ル
、

レ
ン
ト
の
場
合
３
４
５
０
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
９
２
３
・
４
３
２
６
、
Ｅ
メ
ー
ル

hakutsu@
kw

.com

阿
久
津
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・Keller W

illiam
s Realty

）

家
選
び

タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
に
住
む

ウ
ェ
ス
ト
ベ
リ
ー

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て

職
を
失
う
人
が
増
加
し
、
今
ま

で
以
上
に
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題

が
無
視
で
き
な
い
状
況
だ
。
全

米
の
ホ
ー
ム
レ
ス
大
学
生
は

１
５
０
万
人
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
内
の
10
万
人
の
子
供
た
ち

も
住
居
が
不
安
定
な
状
況
で

学
ん
で
い
る
。
こ
の
現
状
を

検
証
し
、
参
加
型
ア
ー
ト
で

ん
で
い
た
レ
ン
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
ア
パ
ー
ト
ビ
ル
が
不
審
火

で
焼
け
て
、
ほ
ぼ
大
家
の
思
惑

ど
お
り
に
強
制
退
去
さ
せ
ら
れ

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
教
え
始

め
て
、
低
所
得
層
の
学
生
が
理

不
尽
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
現

状
や
背
景
に
つ
い
て
知
る
こ
と

で
、
ホ
ー
ム
レ
ス
が
生
ま
れ
て

し
ま
う
社
会
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル

に
考
え
、
よ
り
良
い
未
来
を
構

想
で
き
る
よ
う
に
な
る
展
示
を

企
画
し
た
い
と
思
っ
た
」
と
語

る
。展

示
は
３
つ
の
テ
ー
マ
に

区
分
。
１
「
ホ
ー
ム
レ
ス
を

生
み
出
す
社
会
構
造
」
で
は
、

マ
ー
サ
・
ロ
ー
ス
ラ
ー
、
マ

ノ
ン
・
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
リ
オ
、

B
FA

M
FA

PH
D

、
ミ
ゲ
ル
・

ロ
ブ
レ
ス
＝
デ
ュ
ラ
ン
、
ド
ミ

ニ
ク
・
ポ
ー
ル
、
ド
レ
ッ
ド
・

ス
コ
ッ
ト
、
２
「
路
上
生
活
の

現
状
」
で
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・

バ
ロ
ネ
ッ
ト
、
ホ
ー
プ
・
サ
ン

ド
ロ
ー
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ホ

ー
ム
レ
ス
・
コ
ラ
ボ
レ
テ
ィ
ブ
、

マ
イ
ケ
ル
・
レ
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、

ビ
ル
・
バ
ー
ン
、
３
「
未
来
の

展
望
」
で
は
、
安
田
佐
智
種
の

「U
pcycle U

plift

」、
ビ
ビ
・

カ
ル
デ
ラ
ロ
の
作
品
が
展
示
さ

れ
る
。

月
曜
か
ら
金
曜
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
展
示
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
も
鑑
賞
可

能
。
会
期
中
、
毎
週
２
回
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
参
加
型
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
ウ
ェ
ブ
か
ら

も
参
加
可
能
。
詳
し
く
は
以

下
を
参
照
の
こ
と
。https://

hom
elessny

c.com
m

ons.
gc.cuny.edu/

入
場
無
料
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
３
月
９
日
午
後
３
時
か
ら
。

人
々
の
意
識
を
変
革
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー
プ

展
「U

nH
om

eless N
Y

C

」

が
、
３
月
７
日
か
ら
４
月
14
日

ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大

学
キ
ン
グ
ズ
ボ
ロ
校
付
属
キ
ン

グ
ズ
ボ
ロ
美
術
館
で
開
催
さ
れ

る
。企

画
し
た
同
大
学
助
教
山
村

み
ど
り
は
「
私
自
身
、
以
前
住

家
を
失
う
危
険
は
ら
む
現
代
社
会
へ
の
考
察

美
術
を
通
し
た
参
加
型
ア
ー
ト

キ
ン
グ
ズ
ボ
ロ
美
術
館
で
３
月
７
日
か
ら
開
催

https://homelessnyc.commons
https://homelessnyc.commons
https://homelessnyc.commons
mailto:hakutsu@kw.com
mailto:commercial@redacinc.com
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ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
し

た
。
日
本
の
介
護
事
情
コ
ラ
ム
、

お
久
し
ぶ
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

１
か
月
も
空
け
て
し
ま
い
失
礼

し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
私
、
実
は
、

今
通
っ
て
い
る
大
阪
市
立
大
学

院
の
都
市
政
策
の
修
士
論
文

５
万
文
字
の
提
出
と
、
教
授
会

で
の
口
頭
諮
問
面
談
と
当
社
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
夜
勤
と
通

常
業
務
︵
介
護
運
営
法
務
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
︶
で
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
何
と
言
っ

て
も
﹁
５
万
文
字
﹂
を
書
く
と

い
う
の
は
人
間
の
限
界
点
を
一

度
乗
り
越
え
る
筆
量
で
す
ね
。

し
か
し
、
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
は
毎

週
だ
か
ら
す
ご
い
で
す
ね
。
さ

て
、
折
角
で
す
か
ら
、
私
の
書

い
た
修
士
論
文
の
内
容
を
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
千
文
字
程
度
で
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
論
文
は
﹁
都
市
政
策
研
究
﹂

と
い
う
名
前
の
通
り
、
﹁
都
市

の
課
題
︵
人
口
減
少
、
高
齢
化
、

産
業
空
洞
化
︶
を
解
決
す
る
た

め
に
、
創
造
的
に
、
革
新
的
に
、

持
続
可
能
性
を
も
っ
て
、
高
付

加
価
値
の
ま
ち
づ
く
り
、
都
市
・

地
域
再
生
、
公
民
連
携
Ｐ
Ｐ
Ｐ

等
や
公
共
経
営
、
公
会
計
、
文

化
政
策
等
か
ら
み
て
、
効
果
的

な
政
策
分
析
、
地
域
再
生
手
法

を
研
究
﹂
で
す
。
つ
ま
り
﹁
困

っ
た
と
き
は
親
方
日
の
丸
﹂
と

い
う
よ
う
な
﹁
依
存
型
の
日
本

人
﹂
か
ら
﹁
能
動
的
に
国
に
働

き
か
け
る
日
本
人
﹂
へ
の
転
換

で
す
。

　
介
護
は
受
け
る
だ
け
で
は
な

い
。
介
護
に
な
ら
な
い
努
力
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。﹁
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
﹂
と
い
う
狭
い
領
域
で

の
研
究
で
、
そ
の
対
象
が
介
護

﹁
行
動
経
済
学
の
活
用
を
﹂

予
防
や
自
立
支
援
と
い
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
﹁
地
域
ケ
ア
会

議
﹂
の
あ
り
方
と
﹁
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
﹂
の
育
成

で
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
国
か
ら

各
行
政
へ
義
務
化
が
な
さ
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
行
政
に
よ
っ

て
そ
の
評
価
の
高
低
が
入
手
し

た
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
ご
と
に

明
白
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
怖

く
も
な
り
ま
し
た
。

　
困
っ
た
と
き
は
国
頼
み
と
は

い
う
も
の
の
、
こ
れ
だ
け
行
政

に
よ
っ
て
﹁
住
ん
で
て
よ
か
っ

た
﹂
と
い
え
る
地
域
と
、
そ
う

で
な
い
地
域
に
分
か
れ
る
の

は
、
や
は
り
我
々
が
選
ん
だ
首

長
次
第
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
と
も
担
当
し
て
い
る
行
政
担

当
官
︵
課
長
︶
に
よ
る
も
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
な
ん
で
す
。

も
う
上
の
組
織
に
依
存
し
て
い

る
場
合
で
は
な
い
の
で
す
。
前

述
し
た
会
議
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
︵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
︶
も

手
を
挙
げ
た
人
か
ら
参
加
で
き

る
の
で
す
。
自
分
達
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
変
え
て
い
く
し
か

な
い
の
で
す
。

　
で
も
、
や
り
方
が
わ
か
ら
な

い
。
だ
か
ら
、
そ
の
き
っ
か
け

の
数
が
、
広
報
が
地
域
で
与
え

ら
れ
て
、
我
々
は
そ
の
機
会
を

ロ
ス
し
て
い
な
い
の
か
が
更
な

る
課
題
に
な
る
の
で
す
。
そ
こ

で
突
出
し
て
く
る
の
が
﹁
行
動

経
済
学
﹂
で
す
。
人
間
は
、
自

ら
の
感
情
に
よ
っ
て
合
理
的
な

判
断
を
歪
め
さ
せ
て
し
ま
う
性

質
を
も
っ
て
い
ま
す
。そ
の﹁
歪

み
﹂
を
良
い
方
に
活
用
す
る
こ

と
こ
そ
が
、﹁
行
政
の
役
割
﹂

と
い
う
こ
と
を
、
私
の
研
究
で

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
巷
で
よ
く
見
か
け
る
﹁
◯
◯

禁
止
﹂
と
か
、﹁
□
□
励
行
﹂
と
、

﹁
ど
ス
ト
レ
ー
ト
﹂
に
言
わ
れ

て
動
く
半
分
の
住
民
は
問
題
あ

り
ま
せ
ん
が
、
他
の
半
分
は
そ

う
で
は
な
い
の
で
す
。
典
型
的

な
の
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
も
地
域
に
よ
っ
て
バ

ラ
バ
ラ
で
し
た
。
今
こ
そ
、
行

政
の
首
長
も
、
担
当
官
も
、﹁
行

動
経
済
学
﹂
を
活
用
し
て
都
市

の
課
題
を
創
造
的
に
革
新
的
に

住
民
に
浸
透
さ
せ
る
方
法
を
考

え
て
、
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
活
か
し
て
自
然
に
会
議
参

加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
、
深

化
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
事
例
と
デ
ー
タ

を
用
い
た
研
究
と
な
り
ま
し

た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
私

の
修
士
論
文
を
読
ん
で
く
だ
さ

い
。
　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ー
事
務
局

は
、
5
月
14
日(

土)

午
後
１

時
か
ら
３
時
に
開
催
す
る
ジ
ャ

パ
ン
・
パ
レ
ー
ド
の
参
加
団
体

(

80
〜
１
０
０
団
体
予
定)

を

募
集
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ

ス
ト
81
丁
目
か
ら
68
丁
目
ま
で

を
南
下
す
る
ル
ー
ト
で
、
パ
レ

ー
ド
で
は
、
お
神
輿
や
太
鼓
等

の
日
本
の
伝
統
文
化
や
コ
ス
プ

レ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
等
の
モ
ダ

ン
カ
ル
チ
ャ
ー
の
魅
力
を
紹

介
・
披
露
す
る
。
伝
統
芸
能
や

ス
ポ
ー
ツ
、
バ
ン
ド
、
チ
ア
リ

ー
ダ
ー
、
学
校
、
日
米
友
好
団

体
等
の
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
参

加
団
体
の
申
し
込
み
を
受
け
る

申
し
込
み
締
切
は
3
月
4
日
。

あ
わ
せ
て
、
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
作
品
も
募
集
し
て
い
る
。

応
募
締
切
日
は
2
月
25
日
。

　

問

い

合

わ

せ

は

ジ

ャ

パ

ン
・

デ

ー

事

務

局

Ｅ

メ

ー

ル

parade@
gorgeousentertainm

ent.
com

ま
で
。
申
し
込
み
・
応

募
・

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://japanday
ny

c.
org/parade/

を
参
照
。

ジャパンパレード
参加団体を募集

５月 14 日

　
リ
ダ
ッ
ク
は
３
月
３
日︵
木
︶

午
前
10
時
か
ら
、﹁
ア
メ
リ
カ

滞
在
中
の
今
、

こ
れ
か
ら
の
仕

事
や
キ
ャ
リ
ア

に
つ
い
て
考
え

る
﹂
と
題
し
た

駐
在
帯
同
家
族

向
け
ウ
ェ
ビ
ナ

ー

を

開

催

す

る
。
当
日
は
、

①
ア
メ
リ
カ
滞

在
中
に
や
っ
て

お

く

べ

き

こ

と
、
②
ア
メ
リ

カ
で
の
就
労
に

つ
い
て
、
③
駐

在
妻
体
験
談
、

④
サ
ー
ビ
ス
紹
介
、
⑤
質
疑
応

答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

が
行
わ
れ
る
。
駐
在
帯
同
家
族

と
し
て
渡
米
し
た
も
の
の
、
当

地
で
生
活
す

る
な
か
で
何

か
し
ら
モ
ヤ

モ
ヤ
し
た
も

の
を
感
じ
て

い
る
人
を
対

象
に
、
専
門

家
が
役
立
つ

情
報
を
提
供

す

る
。

定

員

は

先

着

２
０
０
人
。

オ
ン
デ
マ
ン

ド

視

聴

も

可
。

　
参
加
費
無

料
だ
が
要
事
前
登
録
。

駐妻の悩みに
答えます。
質疑応答や討論も

リダックが
ウェビナー

３
月
３
日

申し込みは登録サイト https://us06web.zoom.us/webinar/
register/WN_WFZblwblQRevIHWeMOKV1w から。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
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 www.nyseikatsu.com
訂
正
　
本
紙
２
月
17
日
号
７
面

に
掲
載
し
た
﹁
石
原
慎
太
郎
さ

ん
悼
む
﹂
記
事
中
、処
女
作
﹃
暴

力
の
季
節
﹄
と
あ
る
の
は
﹃
太

陽
の
季
節
﹄
の
誤
り
で
す
。

　
日
本
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、
空

港
ラ
ウ
ン
ジ
の
利
用
、
日
系
グ

ロ
ー
サ
リ
ー
店
で
の
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
、
ク
ラ
ブ
会
館
至
近
の

駐
車
場
の
特
別
割
合
料
金
な

ど
、
様
々
な
特
典
を
享
受
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
会
員
特
典
の

一
つ
に
、
東
京
ア
メ
リ
カ
ン
ク

ラ
ブ
︵
Ｔ
Ａ
Ｃ
︶
の
施
設
利
用

が
あ
り
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
内
の
７
つ
の

レ
ス
ト
ラ
ン
と
バ
ー
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
・
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ー
リ

ン
グ
場
、
図
書
館
、
託
児
所
、

会
議
室
な
ど
を
利
用
料
な
し
で

使
用
で
き
る
。
も
う
一
つ
に
、

伊
豆
天
城
産
わ
さ
び
＆
わ
さ
び

専
用
お
ろ
し
金
セ
ッ
ト
を
通
常

価
格
１
１
０
ド
ル
の
と
こ
ろ
、

特
別
価
格
１
０
０
ド
ル
︵
送
料

別
︶
で
提
供
す
る
特
典
も
存

在
。
日
本
の
農
家
が
収
穫
し
た

わ
さ
び
が
発
送
さ
れ
、
国
内
最

高
級
の
わ
さ
び
の
風
味
を
米
国

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
日

本
ク
ラ
ブ
会
員
詳
細
や
、
そ
の

他
会
員
特
典
一
覧
の
リ
ン
ク
は

http://w
w

w
.nipponclub.

org/

。

日
本
ク
ラ
ブ
会
員

さ
ま
ざ
ま
な
特
典

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nipponclub.com
https://japandaynyc.org/parade/
mailto:parade@gorgeousentertainment.com
https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_WFZblwblQRevIHWeMOKV1w
mailto:emishoga@danielgale.com
http://kiku-ny.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.furumoto.com
tel:2122136069
http://www.shoenrealty.com
http://www.startsnewyork.com
http://snsrealty.com/
mailto:miyuki3533@gmail.com
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！ 

さ
あ
、

い
よ
い
よ
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
で

す
ね
！ 

と
い
う
話
を
し
た
い

の
で
す
が
、
こ
の
記
事
が
皆
さ

ん
の
目
に
と
ま
る
頃
に
は
す
で

に
優
勝
チ
ー
ム
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
ね
︵
涙
︶
ス
ポ
ー
ツ
、
い

や
ア
メ
フ
ト
・
フ
ァ
ン
で
な
い

方
に
は
恐
縮
で
す
が
、
い
や
ー

今
年
の
プ
レ
イ
オ
フ
は
久
し
ぶ

り
に
面
白
か
っ
た
。
全
て
の
試

合
に
ド
ラ
マ
が
あ
り
、
優
勝
候

補
達
が
続
々
と
ラ
ス
ト
・
ワ
ン

プ
レ
イ
に
泣
き
、
と
、
筆
者
の

贔
屓
チ
ー
ム
が
出
て
い
な
い
だ

け
に
フ
ラ
ッ
ト
な
気
持
ち
で
純

粋
に
楽
し
め
た
プ
レ
イ
オ
フ
で

し
た
。
そ
う
そ
う
、
幾
つ
か
ト

リ
ビ
ア
が
あ
る
の
で
す
が
、
Ｎ

Ｆ
Ｌ
の
歴
史
上
、
チ
ー
ム
の
顔

で
あ
り
、
司
令
塔
で
あ
る
Ｑ
Ｂ

︵
ク
オ
ー
タ
ー
バ
ッ
ク
︶
の
選

手
が
大
学
時
代
も
優
勝
し
、
且

つ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
で
も
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ

ル
を
取
っ
た
選
手
は
何
人
い
る

か
知
っ
て
ま
す
か
？ 

答
え
は

た
っ
た
の
２
人
で
す
。
１
人
目

は
﹁
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
・
ジ
ョ

ー
﹂
と
呼
ば
れ
た
天
才
、
ジ
ョ

ー
・
ネ
イ
マ
ス
氏
。
そ
し
て
も

う
一
人
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
を
引
っ
張
っ
た
レ
ジ
ェ
ン

ド
、
ジ
ョ
ー
・
モ
ン
タ
ナ
氏
で

す
。
こ
の
２
人
に
共
通
す
る
こ

と
は
？ 

そ
う
で
す
、
フ
ァ
ー

ス
ト
ネ
ー
ム
の
Ｊ
ｏ
ｅ
︵
ジ

ョ
ー
︶
で
す
。
そ
し
て
今
年
は

何
と
そ
れ
に
共
通
す
る
﹁
3
人

目
﹂
が
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
あ
げ
ら

れ
る
か
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
に
出

る
ベ
ン
ガ
ル
ズ
、
そ
し
て
ラ
ム

ズ
の
Ｑ
Ｂ
、
調
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
果
た
し
て
結
果
は
い
か

に
？

　
お
っ
と
！
い
け
な
い
。
こ
れ

は
ル
ー
ト
66
の
コ
ラ
ム
で
し

た
！ 

話
が
冒
頭
か
ら
大
き
く

逸
れ
て
、
と
い
う
か
全
く
関
係

な
い
話
題
で
失
礼
し
ま
し
た
。

ル
ー
ト
66
同
様
、
ス
ポ
ー
ツ
も

大
好
き
な
筆
者
で
す
。

　
と
い
う
こ
と
で
、今
月
の﹁
魅

惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
ル
ー
ト

66
﹂シ
ー
ズ
ン
④
第
10
回
目
は
、

少
し
筆
者
自
身
の
プ
ロ
モ
を
兼

ね
た
、﹁
ル
ー
ト
66
を
旅
す
る

プ
ラ
ン
作
り
﹂
に
関
し
た
お
話

を
少
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
実
際
多
く
の
友
人
知
人
を
含

め
、
ル
ー
ト
66
を
い
つ
か
旅
し

た
い
と
考
え
る
方
々
か
ら
沢
山

の
質
問
を
頂
き
ま
す
。
お
ス
ス

メ
の
観
光
ポ
イ
ン
ト
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、ホ
テ
ル
を
筆
頭
と
し
て
、

最
適
な
シ
ー
ズ
ン
や
ア
メ
リ
カ

の
現
状
や
治
安
に
つ
い
て
等
、

質
問
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
確

か
に
一
言
で
﹁
ル
ー
ト
66
に
行

っ
て
み
よ
う
！
﹂
と
言
わ
れ
た

と
こ
ろ
で
、
さ
あ
ど
う
す
る
？

と
い
う
感
想
を
持
つ
方
が
多
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ラ
ム
を
読
ん
で
い
ら

っ
し
ゃ
る
多
く
の
方
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

地
域
︵
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
の
ど

こ
か
︶
に
お
住
ま
い
だ
と
思
う

の
で
、
旅
の
出
発
点
︵
と
し
て

相
応
し
い
︶
シ
カ
ゴ
ま
で
飛
ぶ

こ
と
は
そ
う
重
労
働
で
は
な
い

と
想
像
し
ま
す
し
、
仮
に
西
の

終
点
、
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
ま
で
も

今
ま
で
休
暇
を
利
用
し
て
行
っ

た
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

る
で
し
ょ
う
。

　
で
も
、
車
や
バ
イ
ク
で
ル
ー

ト
66
を
走
る
、
と
な
る
と
ま
た

違
っ
た
経
験
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
そ
の
場
合
、
旅
行
代
理
店

の
主
催
す
る
ツ
ア
ー
に
入
り
ま

す
か
？ 

そ
れ
と
も
代
理
店
経

由
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
ま
す
か
？ 

は
た
ま
た
、
自

分
で
１
０
０
％
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

し
て
乗
り
込
ん
で
み
ま
す
か
？

　
次
に
旅
行
の
計
画
。
こ
れ
は

皆
さ
ん
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
ま
た

ど
の
位
前
か
ら
立
て
ら
れ
ま
す

か
？
﹁
私
は
予
定
な
ん
ぞ
立
て

ず
自
分
の
気
の
向
く
ま
ま
に
旅

を
し
た
い
﹂。
そ
う
い
う
考
え

も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
そ
れ
が

悪
い
こ
と
で
は
決
し
て
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
ル
ー
ト
66
を
走

る
場
合
は
、
こ
の
計
画
こ
そ
が

非
常
に
重
要
な
パ
ー
ト
と
な
り

ま
す
し
、
こ
れ
を
ど
の
く
ら
い

綿
密
に
す
る
か
し
な
い
か
は
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
旅

の
生
産
性
に
大
き
く
関
わ
っ
て

き
ま
す
。
例
え
ば
筆
者
の
場

合
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
す
る
と

き
は
比
較
的
丁
寧
に
あ
る
程
度

の
予
定
を
立
て
、
行
動
プ
ラ
ン

を
作
成
・
準
備
し
ま
す
。
が
、

実
際
に
行
っ
て
か
ら
は
そ
の
旅

程
表
を
見
る
こ
と
や
、
そ
れ
に

従
う
こ
と
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん

︵
笑
︶。
じ
ゃ
あ
何
の
た
め
に
作

っ
た
の
よ
？ 

と
家
内
か
ら
昔

は
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
こ
の
準
備
が
あ
る
の

と
な
い
の
と
で
は
︵
持
論
で
す

が
︶天
と
地
ほ
ど
異
な
り
ま
す
。

何
が
あ
る
の
か
、
何
が
見
た
い

の
か
、
を
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て

お
く
だ
け
で
、
気
ま
ま
な
歩
き

方
を
し
て
も
、
結
果
有
意
義
な

旅
に
な
っ
た
こ
と
が
殆
ど
で

す
。
ル
ー
ト
66
の
場
合
は
、
本

当
は
立
て
た
予
定
に
沿
っ
て
行

動
す
る
の
が
ベ
ス
ト
な
の
で
す

が
、
上
記
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
も
最
低
限
、
見
た
い
も
の

は
見
逃
さ
な
い
は
ず
で
す
。﹁
ま

た
行
け
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
﹂、

そ
う
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
筆

者
は
そ
う
い
う
無
駄
な
時
間
と

お
金
の
使
い
方
に
は
賛
同
し
か

ね
ま
す
。

　
ル
ー
ト
66
を
走
る
の
に
最
適

な
時
期
っ
て
い
つ
？ 

こ
れ
ま

で
何
度
も
こ
の
コ
ラ
ム
で
話
し

て
き
た
こ
と
で
す
。
ル
ー
ト
66

は
シ
カ
ゴ
か
ら
西
へ
向
か
わ
な

い
と
い
け
な
い
の
？ 

こ
れ
は

正
解
は
な
い
の
で
、
永
遠
の
議

論
と
し
て
ル
ー
ト
66
に
付
加

価
値
を
も
た
ら
す
も
の
で
す

ね
。
グ
ル
ー
プ
旅
行
と
個
人
旅

行
、
ど
ち
ら
が
い
い
の
？ 

や

っ
ぱ
り
行
く
な
ら
車
が
い
い
の

か
な
、
バ
イ
ク
が
い
い
の
か

な
？
お
ス
ス
メ
の
車
や
バ
イ
ク

の
レ
ン
タ
ル
会
社
っ
て
あ
り
ま

す
か
？ 

日
本
に
お
住
ま
い
の

方
々
に
は
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

車
で
あ
れ
ば
そ
の
種
類
、
保
険

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？ 

日
本
か
ら
準
備
す
る
資
料
っ

て
？ 

は
た
ま
た
、
ホ
テ
ル
・

モ
ー
テ
ル
の
お
ス
ス
メ
と
予
約

は
い
つ
、
何
が
ベ
ス
ト
な
ん
だ

ろ
う
？ 

結
局
ど
ん
な
ふ
う
に

予
定
組
む
の
が
一
番
い
い
の
？ 

考
え
だ
し
た
ら
キ
リ
が
な
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
１
年
半
ほ
ど
前
で
し
ょ
う

か
、
某
旅
行
代
理
店
さ
ん
主
催

の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
た
﹁
ア
メ

リ
カ
・
ル
ー
ト
66
横
断
リ
モ
ー

ト
妄
想
ツ
ア
ー
﹂
を
配
信
す
る

コ
ラ
ム
を
書
か
せ
て
も
ら
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
３
月
よ

り
﹁
シ
ー
ズ
ン
３
﹂
と
題
し
、

ル
ー
ト
66
を
旅
す
る
準
備
か

ら
、
14
日
間
か
け
て
走
る
お
話

を
ま
た
開
催
す
る
予
定
で
す
。

こ
こ
で
書
い
た
多
く
の
質
問
に

も
丁
寧
に
答
え
ま
す
の
で
、
ご

興
味
の
あ
る
方
は
ネ
ッ
ト
検

索
、
ま
た
は
筆
者
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
は
ま
た
来

月
お
目
に
か
か
り
ま
す
！

︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶

さ
あ
行
こ
う
！ 

魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
10

：

旅
の
プ
ラ
ン
は
し
っ
か
り
と

 第 434 回

　
先
日
、
国
立
民
族
学
博
物
館

︵
大
阪
府
吹
田
市
︶
で
開
催
さ

れ
た
特
別
展
﹁
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
│
さ
わ
る
！

“
触
”
の
大
展
覧
会
﹂
を
見
学

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
特
別
展

は
、
同
館
准
教
授
の
広
瀬
浩
二

郎
氏
に
よ
る
企
画
で
、
広
瀬
氏

は
日
本
宗
教
史
と
触
文
化
論
を

専
門
と
し
、
﹃
さ
わ
っ
て
楽
し

む
博
物
館
│
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
可
能
性
﹄
、

﹃
そ
れ
で
も
僕
た
ち
は
﹁
濃
厚

接
触
﹂
を
続
け
る
！ 

: 
世
界
の

感
触
を
取
り
戻
す
た
め
に
﹄
等

の
著
書
も
あ
る
全
盲
の
研
究
者

で
す
。
も
と
も
と
本
展
は
、
視

覚
に
頼
り
が
ち
な
博
物
館
の
制

度
に
対
す
る
挑
戦
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
以
前
に
企
画
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
﹁
観
覧
者
﹂
と
い
う
言

葉
づ
か
い
や
﹁
作
品
に
手
を
触

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
﹂
と
い
っ

た
但
し
書
き
が
﹁
視
覚
を
特
権

化
さ
せ
て
き
た
﹂
と
考
え
、
触

覚
の
復
権
を
訴
え
る
展
示
に
し

よ
う
と
い
う
構
想
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
会
期
が
1
年
延

長
と
な
り
、
﹁
や
わ
ら
か
さ
﹂

や
﹁
あ
た
た
か
さ
﹂
を
持
つ
触

感
文
化
自
体
を
、
生
み
育
て
る

き
っ
か
け
と
し
て
捉
え
る
よ
う

に
な
り
、
今
回
の
特
別
展
と
し

て
結
実
し
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

で
あ
る
こ
と
を
﹁
感
覚
の
多
様

性
、
違
い
を
大
事
に
す
る
こ
と
﹂

と
捉
え
て
お
り
、
触
る
こ
と
で

得
ら
れ
る
気
づ
き
が
、
人
間
の

多
様
性
を
活
か
し
あ
う
社
会
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
企
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
作
品
を

通
じ
て
﹁
視
覚
を
使
え
な
い
不

自
由
﹂
で
は
な
く
、﹁
視
覚
を

使
わ
な
い
解
放
感
﹂
を
体
験
し

て
ほ
し
い
、
と
い
う
ね
ら
い
が

あ
る
の
で
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

は
﹁
非
接
触
社
会
か
ら
触
発
は

生
ま
れ
な
い
﹂﹁
さ
わ
る
と
わ

か
る
、
わ
か
る
と
か
わ
る
﹂
と

あ
り
、
入
り
口
す
ぐ
の
“
さ
わ

る
マ
ナ
ー
”
を
学
ぶ
﹁
試
触
コ

ー
ナ
ー
﹂
で
は
じ
ま
り
、﹁
彫

刻
を
超
克
す
る
﹂﹁
風
景
に
さ

わ
る
﹂﹁
ア
ー
ト
で
対
話
を
拓

く
﹂﹁
歴
史
に
さ
わ
る
﹂﹁
音
に

さ
わ
る
﹂﹁
見
て
わ
か
る
こ
と
、

さ
わ
っ
て
わ
か
る
こ
と
﹂
の
6

セ
ク
シ
ョ
ン
で
約
２
８
０
点
の

ア
ー
ト
作
品
を
紹
介
し
て
お

り
、
触
覚
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
あ
え
て
暗
く
し
て
い
る
エ
リ

ア
も
あ
り
ま
す
。

　
導
入
の
﹁
試
聴
コ
ー
ナ
ー
﹂

で
は
、
興
福
寺
仏
頭
︵
国
宝
︶

の
レ
プ
リ
カ
な
ど
に
触
る
こ
と

が
可
能
で
、
手
の
ひ
ら
や
指
先

で
な
で
て
い
く
と
、
顔
の
ハ
リ

や
目
鼻
の
凹
凸
を
感
じ
る
だ
け

で
は
な
く
、
普
段
目
で
見
る
こ

と
の
な
い
頭
の
裏
の
形
や
、
火

災
で
欠
け
た
耳
の
一
部
な
ど
の

歴
史
ま
で
感
じ
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
セ
ク
シ
ョ
ン

5
の
﹁
音
に
さ
わ
る
﹂
で
は
、

音
を
振
動
で
感
じ
て
み
た
り
、

映
像
無
し
に
音
だ
け
で
ス
ポ
ー

ツ
を
観
戦
し
て
み
た
り
と
、
音

を
聴
覚
で
は
な
く
身
体
で
さ
わ

る
感
覚
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
﹁
土
の

音
﹂
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ

の
陶
器
を
た
た
け
る
作
品
で
、

実
際
に
音
を
鳴
ら
し
、
叩
き
方

で
変
わ
る
振
動
を
全
身
で
感
じ

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
会
期

中
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
研

究
者
と
話
せ
る
サ
ロ
ン
、
映
画

会
、
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
な
ど
の
関

連
イ
ベ
ン
ト
も
充
実
し
て
い
た

よ
う
で
す
。﹁
さ
わ
る
﹂
こ
と

が
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
る
コ
ロ

ナ
禍
の
昨
今
、
こ
う
し
た
特

別
展
を
開
催
し
た
こ
と
に
、
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

ユニバーサル・
ミュージアム展

http://www.at-newyork.com/
tel:2122136069
http://op-ed.jp
tel:7182684956


(19  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）2 月19 日（土）

 EVENT　 
■オフブロードウエーウィーク＝ 2/14 〜
27　1 枚の値段で 2 枚のチケットが購入
できる年に 1 度のチャンス。「ストンプ」
や「ブルーマン」、オフに移った「ジャー
ジーボーイズ」のほか、ウエストビレッ
ジのプレイヤーズ劇場で毎週月曜に行わ
れているマジックショー「マンデー・ナ
イトマジック」など、14 のショーが参加。
また、ブロードウエーウィークも 2/27 ま
で延長しているので、新作の「MJ」など
話題作を見るなら今がチャンス。
詳細は https://www.nycgo.com
■オーキッドショー「Jeff Leatham’s 
Kaleidoscope 」＝ 2/26 � 5/1　The New 
York Botanical Garden（2900 Southern 
Boulevard,Bronx）NY 植 物 園 で 毎 年 恒
例のラン展。今年はパリ・フォーシーズ
ンズホテルの芸術監督でフラワーデザイ
ナーのジェフ・リータムによるカラフル
な作品を展示。万華鏡のような花と光の
トンネルは一見の価値あり。入場料：一
般 $30、 学 生・ シ ニ ア $28、2 � 12 歳
$15、2 歳以下無料。詳細は www.nybg.
org/

ONLINE CLASS/SEMINAR
■ 外 務 省 国 際 機 関 人 事 セ ン タ ー 主 催

「2022 年 度 JPO 試 験 説 明 会 」 ＝ 2/19　
JPO 派遣制度は国際機関が各国の若手人
材を受け入れる制度。募集対象は、開発・
人権・教育・保健・平和構築・IT・広報、
人事等の分野で活躍する 35 歳以下の日
本人。3 月 7 日までの応募について説明
する。参加費無料だが要事前登録。
詳細は https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/
■ジェトロ NY 主催「2022 年米国小売
業界のトレンド・最新動向について」＝
2/24　16:00　2022 年小売業界のトレン
ドと最新動向について解説するウェビ
ナー。講師は米国小売業コンサルタント・
ジャーナリストの平山幸江さん。参加費
無料だが要事前予約。定員 3000 人。
詳細は https://www.jetro.go.jp

 

MUSIC
■ミュージック・フロム・ジャパン 2022
年音楽祭＝ 3/5・6　Scandinavia House

（58 Park Avenue）日本の音楽文化を世

界に広めるイベント。1 日目は「最近の
日本の音 II」、2 日目は池内友次郎とその
門下」と題したコンサート。そのほか講
演会やフォーラムも開催。入場料：一般
$25 （当日券 $30）、学生・シニア $20　
チケット・詳細はウェブサイト mfj2022.
eventbrite.com

THEATRE/DANCE
■オンライン日本映画祭 2022 ＝ 2/14 〜
27　世界 25 か国を対象にした同映画祭、
アメリカでは全 20 作品のうち 16 作品が
視聴できる。『あのこは貴族』や『サマー
フィルムにのって』などの新作、『相撲道
~ サムライを継ぐ者たち ~』などのドキュ
メンタリー、アニメーションでは吉浦康
裕監督が手掛けた『イヴの時間 劇場版』
など。期間中は監督やキャストを招いた
インタビュートーク、イベントも企画さ
れる。視聴料無料だが要ユーザー登録。
詳 細 は https://jff. jpf.go.jp/watch/
jffonline2022/

ART
　

■ グ ル ー プ 展「We Are The World」 ＝
2/25 ま で　St. Francis College（180 
Remsen Street, Brooklyn Heights） さ ま
ざまな年齢・国籍のアーティスト 23 人
による作品展。絵画、版画、彫刻と在学
生の写真作品を展示。参加日本人は遠藤
良子、神野忠介、高氏奈津樹、マーク・
タナベ。入場無料。25 日（金）午後 6 時
〜 9 時にクロージングレセプション。
詳細は https://www.sfc.edu/
■棟方志功展覧会「板極道」＝ 3/20 まで　
Japan Society（333 E47th St.）米国最大
の棟方コレクションである JS の貴重品
を元に構成。木版画、書道、水彩画、リ
トグラフや陶芸など、100 点以上の所蔵
作品を紹介する。入場料 : 一般 $12、シ
ニア・学生 $10。
詳細は https://www.japansociety.org/
■若手日本画家グループ展「A New Wind
〜 Traditions and Innovations 〜」＝ 3/26
まで　Sato Sakura Gallery（501 W 20th 
St.）現代日本画を代表する若手日本画家
6 人のグループ展。出品作家は大河原典
子、幸田史香、染谷香理、野地美樹子、
武蔵原裕二、山浦めぐみ。入場無料。
詳細は https://www.satosakuragallery.com
■ティファニーグラス展示会「Tiffany's 
Lamps: Lighting Luxury」 ＝ 2023 年 春
ま で　Queens Museum（New York City 
Building,Flushing Meadows Corona Park）
クイーンズ美術館常設展のほか、ノイシュ
タット・コレクション主催の同展も開催。
数多くの貴重なコレクションが見られる
機会。入場料：任意（推奨 $8、シニア
$4）、18 歳以下無料。月・火曜休館。
詳細は http://www.queensmuseum.org

　アメリカン・リバティー・バレエのシー
ズンの中でも最も人気の高い公演「An Eve-
ning Of Repertoire」が３月 11 日（金）午
後７時と 12 日（土）午後３時と７時の３公演、
アッパーイーストサイドのセント・ジーン劇
場（Theater at St. Jean、東 76 丁目１５０
番地）で行われる。ネオクラシック、コンテ
ンポラリー、ジャズなどの作品を、ヴィヴァ
ルディやガーシュウィンらの傑作音楽にのせ
て披露する。パフォーマンスではライブペイ
ンティングも行われ、出来上がった作品はサ
イレントオークションにかけられる。日本人
バレエダンサーの望月美佐は、「Let Your-
self Go」「Rhapsody in Blue」「Spirits Of 
A Summer Day」にソリストとして出演す
る。入場料は大人　35 ドル、10 歳以下 /65
歳以上 / 学生　25 ドル、チケットの購入はウ
ェブサイト https://american-liberty-ballet.
ticketleap.com/an-evening-of-repertoire/

望月美佐
バレエ公演

3 月 11、12 日に

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
小
林
園

実
に
よ
る
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン

ク
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
22

日
︵
火
︶
午
後
５
時
か
ら
と

６
時
か
ら
の
２
回
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
に
あ
る
バ
ー
﹁M

IK
A

 
B

ushw
ick

﹂
︵25 T

ham
es 

St
︶
で
開
催
さ
れ
る
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
ク
は
透
明

感
が
あ
り
自
然
で
抽
象
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
特
徴
的
で
、
イ
ン
ク

の
広
が
り
方
が
美
し
く
、
ア
ー

ト
初
心
者
で
も
楽
し
め
る
。
ク

ラ
ス
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
ク

の
特
徴
や
使
い
方
を
学
び
、
実

際
に
描
い
て
み
る
。

　
午
後
５
時
か
ら
６
時
ま
で
は

１
枚
に
つ
き
５
ド
ル
で
描
け
る

体
験
ク
ラ
ス
。
午
後
６
時
か

ら
の
部
は
同
店
で
オ
ー
ダ
ー

し
た
食
事
や
ド
リ
ン
ク
︵
実

費
︶
を
楽
し
み
な
が
ら
２
時
間

の
フ
ル
ク
ラ
ス
で
参
加
費
33
ド

ル
。
先
着
各
10
人
。
希
望
者
は

小
林
さ
ん
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

︵kappo_atelier

︶
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ルsonom

iart@
gm

ail.
com

か
ら
申
し
込
む
。

小林園実による
アルコールインク・ワークショップ

　
日
本
ク
ラ
ブ
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
ブ
リ
ッ
ジ
と
英
会
話
の
教
室

を
開
催
し
て
い
る
。

▽
ブ
リ
ッ
ジ
体
験
教
室
は
19
日

︵
土
︶
午
後
１
時
か
ら
２
時
30

分
ま
で
。
申
し
込
み
締
め
切
り

は
17
日
︵
木
︶
午
後
５
時
。
ズ

ー
ム
と
ア
プ
リ
を
使
い
実
際
の

ブ
リ
ッ
ジ
を
簡
単
に
し
た
ウ
ィ

ス
ト
と
い
う
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を

体
験
す
る
。
講
師
は
プ
レ
ー
ガ

ー
︵
西
村
︶
佳
子
さ
ん
。

▽
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
＝
２
月
19

日
、
26
日
、
３
月
５
日
、
12
日
、

19 

日
︵
土
︶
午
前
10
時
30
分
、

正
午
。
講
師
は
フ
ジ
ヒ
ラ
　
リ

カ
さ
ん
。
詳
細
・
申
し
込
み

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トw
w

w
.

nipponclub.org/culture

日
本
ク
ラ
ブ
の
教
室

https://jff.jpf.go.jp/watch/
https://www.nycgo.com
http://www.nybg.org
https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/
https://www.jetro.go.jp
https://www.sfc.edu/
https://www.japansociety.org/
https://www.satosakuragallery.com
http://www.queensmuseum.org
http://www.nipponclub.org/culture
http://www.nipponclub.org/culture
http://www.nipponclub.org/culture
http://www.nipponclub.org/culture
https://www.samuraimama.com/
https://american-liberty-ballet.ticketleap.com/an-evening-of-repertoire/
mfj2022.eventbrite.com
mailto:sonomiart@gmail.com
https://america-keitai.com/
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顧
問
弁
護
士
と
し
て
地
元
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
働
く
グ
レ
ゴ
リ

ー
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
さ
ん
が
、

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
中
の
市
内
を
撮

影
し
た
写
真
集
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ス
テ
ィ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
﹄

が
こ
の
ほ
ど
出
版
さ
れ
た
。 

　
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
さ
ん
は
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
っ
た
２
年
前

の
３
月
半
ば
、
夕
方
に
散
歩
に

出
か
け
、
空
っ
ぽ
の
リ
ン
カ
ー

ン
・
セ
ン
タ
ー
を
目
の
前
に
し

た
。
あ
ま
り
に
も
普
段
と
違
う

そ
の
印
象
に
衝
撃
を
受
け
た
ピ

ー
タ
ー
ソ
ン
さ
ん
は
セ
ン
ト
ラ

ル
・
パ
ー
ク
や
金
融
街
、
グ
ラ

ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
な
ど
、
全
く
人
気
の

な
く
な
っ
た
施
設
２
０
０
か

所
以
上
を
自
転
車
で
ま
わ
り
、

４
０
０
枚
以
上
を
撮
影
し
た
。

写
真
家
で
は
な
い
た
め
、
撮
影

に
は
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
っ
た
。 

　
編
集
で
人
影
を
削
除
し
た
の

で
は
な
く
、
心
苦
し
い
現
実
の

風
景
と
、
皆
が
乗
り
越
え
た
経

験
の
記
録
と
し
て
残
そ
う
と
、

写
真
集
の
構
想
に
至
っ
た
と
い

う
。
値
段
は
１
冊
50
ド
ル
。 

変
わ
り
果
て
た
街
並 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
の
Ｎ
Ｙ
写
真
集

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
交
通
局
︵
Ｍ

Ｔ
Ａ
︶
は
10
日
、
メ
ト
ロ
ノ
ー

ス
鉄
道
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
拠

点
と
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
Ｏ
ｏ
ｎ
ｅ
と
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
グ
ラ
ン

ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
に
自
転
車
保

管
庫
﹁
６
ス
ペ
ー
ス
・
バ
イ
ク

パ
ー
キ
ン
グ
ポ
ッ
ド
﹂
が
置
か

れ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

　
43
丁
目
と
バ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト

街
に
あ
る
こ
の
保
管
庫
を
利

用
す
る
た
め
に
は
Ｏ
ｏ
ｎ
ｅ

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵https://

w
w

w
.oon

eep
od

.com
/

oonee-nyc

︶
か
ら
予
約
す
る

必
要
が
あ
る
。
利
用
者
は
キ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
用
し
て
ポ
ッ
ド
内
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
の
ロ
ッ

ク
を
解
除
で
き
る
。
予
約
は
先

着
順
で
、
登
録
は
無
料
。

　
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
会
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

﹁
Ｍ
Ｔ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
範

囲
拡
大
の
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
使
用
を
真
剣
に
考

え
る
時
だ
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中

に
増
加
し
た
自
転
車
利
用
者
を

地
下
鉄
に
戻
す
1
つ
の
方
法
と

し
て
、
自
転
車
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
改
善
す
る
た
め
の
一
歩
に
な

る
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

グランドセントラル駅に
駐輪カプセル

現
代
聲
明
﹁
螺
旋
曼
荼
羅
﹂

サ
ウ
ン
ド
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
体
験
型
舞
台
公
演

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

舞
台
公
演
部
主
催
﹃
現
代
聲
明

(

し
ょ
う
み
ょ
う)

・
螺
旋
曼

荼
羅(

ら
せ
ん
ま
ん
だ
ら)

海

会(

か
い
え)

﹄
が
2
月
24
日

か
ら
27
日
の
4
日
間
、
全
12
回

公
演
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
る
。

聲
明
と
は
、
イ
ン
ド
か
ら
日

本
に
伝
来
し
た
密
教
の
修
行
・

儀
式
の
一
環
で
、
法
要
の
際

に
僧
侶
が
仏
典
に
節
︵
ふ

し
︶
を
つ
け
て
歌
う
声
楽
の

こ
と
。
こ
の
独
特
な
音
律
に

の
っ
と
っ
て
若
手
作
曲
家
・

桑
原
ゆ
う
が
創
作
し
た
現
代

聲
明
﹁
螺
旋
曼
荼
羅
﹂
と
、

在
Ｎ
Ｙ
の
サ
ウ
ン
ド
／
ビ
デ

オ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
テ
イ
・

ブ
ロ
ウ
に
よ
る
曼
荼
羅
画
像
等

の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
相
ま
っ
た
、

サ
ウ
ン
ド
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
体

験
型
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
す
る
。
桑
原
ゆ
う
は
、
聲

明
に
新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
む

若
手
作
曲
家
の
一
人
で
、
日
本

人
な
ら
で
は
の
全
く
新
し
い
形

の
音
楽
的
方
法
論
を
探
求
す

る
。
テ
イ
・
ブ
ロ
ウ
は
作
曲
家
、

メ
デ
ィ
ア
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
メ
イ
カ
ー
と

し
て
世
界
的
に
活
躍
。
各
公
演

の
定
員
は
30
人
ま
で
。
チ
ケ
ッ

ト
は
一
般
15
ド
ル
、
会
員
12
ド

ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w

.
japansociety.org/

参
照
。

桑原ゆう テイ・ブロウ

ジャパン・ソサエティーで 24 日から４日間
©

 D
oron G

ild

　﹁
ゴ
ー
ス
ト
バ
ス
タ
ー
ズ
﹂

で
知
ら
れ
る
映
画
監
督
・
ア

イ
ヴ
ァ
ン
・
ラ
イ
ト
マ
ン
氏

＝
写
真
＝
が
死
去
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
享
年
75

歳
だ
っ
た
。
2
月
12
日
、
自

宅
で
就
寝
中
に
安
ら
か
に
息

を
引
き
取
っ
た
こ
と
を
、
家

族
が
明
か
し
て
い
る
。
死
因

は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ラ
イ
ト
マ
ン
監
督
は
、

１
９
４
６
年
に
チ
ェ
コ
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
で
生
ま
れ
カ
ナ
ダ

で
育
っ
た
。﹁
ア
ニ
マ
ル
ハ

ウ
ス
﹂
で
注
目
を
浴
び
、
そ

の
後
﹁
ツ
イ
ン
ズ
﹂﹁
デ
ー

ヴ
﹂
な
ど
の
人
気
作
品
を
手

掛
け
た
。
中
で
も
﹁
ゴ
ー
ス

ト
バ
ス
タ
ー
ズ
﹂
で
は
全
世

界
で
３
億
ド
ル
の
興
行
収
入

を
上
げ
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
に

２
度
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る

成
功
を
収
め
た
。
昨
年
は
、

息
子
の
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ラ
イ

ト
マ
ン
が
監
督
を
務
め
た
続

編
﹁
ゴ
ー
ス
ト
バ
ス
タ
ー
ズ
　

ア
フ
タ
ー
ラ
イ
フ
﹂
が
公
開

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　︵
眞
々
田
︶

映
画
ゴ
ー
ス
ト
バ
ス
タ
ー
ズ

Ｉ
・
ラ
イ
ト
マ
ン
監
督
死
去

http://www.japansociety.org/
https://www.ooneepod.com/oonee-nyc
https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html



